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皇太子殿下，皇太子妃殿下をお迎えしで 一 


晒か前年度全国岛等單校縮なお 
脊乂遣、高松宮賜が與别回八 fn 本 
高等学おハンドボ！ ル 選手搭大な 
は8月™ I 日より 7: n 間、愛知県璧 
旧市において開催されました。 

大会3日目、ハンドボール競技 
としては.、はじめて皇太子殿下. 
皇太子妃，.殿ての御合臨を仰ぎ、そ 
のが、(お)日本ハンドボール協会 
副会長魏川清榮先生と共に御説明 
役の大巧を戴き、そめ辛運はこの 
上もない感漉の窮でをりました W 

両殿下は；5暗 S 々、迫場である 
豊田巧体育館前運動な場に御着き 
になり、特に東宮待従の希望によ 
り、バンドボ I ル競がについで4 
分間御説明を巧し上げました。そ 
のが皇太子殿下より、我ボ国の7 
人制ハンドボ I ル競技への切替え 
がョ I ロッパ諸国に遅れたことに 
ついて、御下間があり、当時の我 
ボ闊の樂请(国巧の普な活動、外 
国との交流•情報収集の不足等) 
についてご説明申し上けました。 

梅雜戰⑩競技は，九州学臨.〔謂本) 
姑隅立蛇早商業、県ぶ氷お商校 
(言山」対膳立 W 〔 H 業商披 C 埼 
玉)の後平戦で靈手の力一が Q 颖 
曠に、両殿下は滞い測関、むを I がき 
れた御摇ぞ であり， 妃殿下より r 敞 
しい動きとタピ I ド沿あるスボ！ 
ッな0で選手は大喪でしょうね」 
と呀御言葉を蜡 わると 共に激しい 
な壁を身をていして好守する G K 
の測きに深い関右を r ルしておられ 


ました。 

ゲームの進行につれて、皇太子 
殿下は「な聲は速く攻めた.ぶぶ掉 
ですね」と競绩についての捆理解 
を 示されて おられました。 

試合中ョ J ロッパ風のラッパの 
応援に兩戲下は一瞬憩かれたよぅ 

でありましたので、ョ！ ロッ。ハの 

応援の様子等をご説巧申し上げ 
た。 

試合終 f 後、関係役巧と4校の 
强手がお送りした薛、親しく御言 
葉を賜わり...腺をにも、败をにも 
深いねぎをいの輝：. I 暴と共にずを 
の精進を期待しておられました。 
また、妃殿下は九州学院山魄逸革 
(GK) の健闕を讚えられた御言 
葉も賜わりました。 

何分にもはじめての大役であり 
緊張しておりましたが、荒 W 副会 
長のアドバィスに力を得ると共 
に、両殿下が庶民的に御請をなさ 
れましたので気楽にご説明するこ 
とができ何とか重青を果たずこと 
がで雪ました。また、競巧の诞観 
戦のが、吏ざれる邮驟下の御睦ま 
しい御呈馬ほむのなごむものボあ 
りまムた。 

この度の皇太子殿 T •- 请太子妃 
题下の-掏お施を関摇音一周雜く感 
激すると共に今境.一層の巧力ずる 
決底を新.たにした化巧であります 
を固高等学な体巧違盟ハンドボー 
儿部 

卽宾最み 正 
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^ 高校総体ハンドボ—ル大会.纖評 《 

素晴らしき大会を顧みて 


全国高等学巧化育連盟ハンドポ[ル部部長 
本大舎競技委員長 

中 西 敬 


望ぶ子服下、同妃殿下め卸钮戰 
の乘に禪き、昭お貼年度全南荷等 
が1か体巧丈尝.商，禪宮晚杯黃 
卽回全 n 本高等芋校ハンドボ—ル 
選手植大会は、ハンドボ—ル趙技 
のメプうと もいわれる敦知照型田 
市の体育韶節に場において、8月 
1日巧時、全国2、3 0 0お校か 
ら臨をおいてきた靖邁调県代表 
奥、ホ舶チ—ムめ堂々たる人塌巧 
.遥 で、 S リ6 口まで め6日脚の蒂 
が切って帯をきれた。 

S 巧1時 g 妊湿を裝告關 
姑、がつおつと落ちでいた加が想 
に激しくなり告お体巧館尊に恃機 
せぎるを得なくなむ、ルで⑩酣姑 
ホが程ぶまれた、が串いにして巧 
の盤が明るくた U 大义夫との判断 
に立を決な。 

選手人場に先立を元城小学校の 
捉黄による鼓铅陈め演巧、ぬかる 
んだダクンドも気化かけず可愛く 
て盘事な满泰、概を、選手敏貝一 


同から大香な抽ホボ澳き超る。 

直前の降雨にもかかわらず、ず 
.足掃刻を2み過ぎたにとどまり關 
ぷ通吿、国庶掘揚、と式が第らと 
どこおりなく無學終了する U とが 
おお规係者一同ほっと胸をなでお 
ろす。 

8月3日^巧6コート〔ぞに 
唐瞬をめざしての熱戦のホィッス 
ルが吹かれた日 

圧倒的強さの久留米工大附 

男で A/ I ンでは昨年度優勝、 
また再の選拉大をを制霸し本大な 
が述統镇驟を.めざす义留米工大附 
厲{福關。が2固戦、お年度關催 
県の湯が(秋巧)，3回戦化懐(福 
井)、舉々決勝松山北(愛賴)を 
スコアの示すごとく優碟极補筆蛹 
の蹲さにたがわず圧倒时な强さを 
発揮準決勝に進化。 

B ゾーンでは選な大会第3捏と 
活鹰した興南(沖縄)、過出リ凹 


拽難、 W 回日の傳滕をめぎナ地元 
聪台、挪奈チ t ムを巧表しで遇お 
太会につづ安本大会 m 題め日体崔 
原〔法な)、ホ川(モ薬‘}と掘戦 
が予掘されたが、結果は市川が搂 
台を W が巧、日体甚原を如が25と 
大揣戰の未振り切り準決醋に進ぉ 
した粧闊は讚えるべきでをろぅ。 

C ダ！ンでは野-其お国(山 ：： U 
が、2固戦大か霜波を破り組抜大 
金蟹3位の桃ん爭院(大較 ；} をぉ 
びやかずも、試合巧者の攝山お院 
が甲み桃勝へ、-方本年度巧体馳 
硝の県立富岡(群馬〕が靖鴻(お 
瞒；}に最後の鼠樓まで晦いさがら 
れからくも1点塞で準々決勝に遮 
山し、桃山学隘とが戦ずるも固い 
ずり.がくずせず今】歩力及ばず 
敗恳〇 

D ゾ！ンほ氷見〔富山)を中、むに 
wn 工業へ埼玉.}おホ岡崎城西、 
化立’扫幡南、と鬟力鮮がのチーふ 
ボひしめく^過ま3回2をに甘ん 


じた氷ぶが原立 WU 止第、丸州ザ 
.臨(熊本〕、おぶ宵崎顆を破り监- 
被勝に遇巧、特に D ゾ t ンは同頭 
に記した.よぅに、化が学阮姑叫ぶ 
帖.早商恶、県立永見対觀立川ロエ 
業の彼ホ戦を、皇太子殿下•同妃 
隅下が御鹽戰と去「で輯瓶肴、選 

手「同感激！しお。 

日本ハンドがール臨を副な長荒 
川ち金圍商悼述八ンドボ 1- ル部 
部嘗淸お起の説明で終热御熱也に 
御髓戦いただき、遇手のファィン 
プレ，！，语点に麗してはにこやか 
に袖ホを透られるおをは、本当に 
暑さをふきとばすさわやかな一時 
であった。 

試合終了後、ダラゥンドにお降 
りいただ，き盛乎にお声をかけられ 
る、遠を語君は、繫狼めあまり恩 
答も思ぅにまか柱なかったが、千 
載-遇の機会にめぐりをホ、終生 
おれることの出来む靑泰めなき化 
い岀となった。 

準決勝义留米工大阻属に巧し、 

口体挥原を破り敦に栗る巧がい 
かにいどむか興味が持たれたが、 

悍い理ボ破れず節半1点、一お义 
翔米卫大附厲は巧要の4点、ぶ巧 
圾のを始め5人でを1点とむらな 
く裕点し太き. くり— ド、を半に入 
り巧 W やや動きがよくなりが躺、 
馬淆ボ巧みなレュートで日稱点す 
るも健閱なばず趙をのむ。 

一方桃山お顧知県立-氷鸦は、前 
半 U が6と桃山学顏がリ！ド、常 


半県立氷进が奮姑9が8と i 点リ 
t ドするち前半め直盛差を流める 
ことが出来ず敗退。しかし、摔轴 
を十かに発揮、敗れたとはいえ毒 
戰に坤が感が掉てた。' 

決驗戦は播所を移し体な館で、 
運お大会で経験ずみの义留带工大 
附属、桃山学院の対戦となる。桃 
山学院は春の雪辱を果たさんもの 
と試合に望むも、個人プレー、チ] 
ムプレ！ともに巧拔生ぼなれした 
义巧米工大附瘋にがし前半早くも 
?点のリードを辞ず.。後半に入り 
桃山学院の動きが早くをり決麟職 
らしい試ふ 口 運びとなったが、义留 
米工大附属のパヴ I C ンドボ]ル 
の前に桃山学院のテクニックも通 
じず、义图ぉ H 乂晒属が2年違 
錦、4固鬥の複雕①莱に禪いた。 

選披大舎再現の優勝戦へ 

女子 A ゾ！ンは遽摇太会を制覇 
した山陽女.子(岡山。に的賺(帥 
無化、過去3回2がに廿んじた 
能本古で巧業、摇ぶ羽ホ谢一 ( 埼 
王一がいかに迫るか興吐.が持たれ 
たが、硝本丈子商業が程立ぉを筑： 
一を破り準々が橄でが削するも山 
湯典子助ま枠中强、 GK 山！！を軸 
にした固いディフユン K が崩せず 
玻退。 

召ゾ f ンは県立彦根西(魅賀)が 
岡ホ强化のホ智をかり可' 同戦で静 
岡城北を破り、牟々決勝にて昭で 
S 好(愛结と対戦、県ぶ二吞は 








日本が'生んど世界のボール 

日本ハンドボール協会検定巧 ( J * H * A ) 


が 7 のブをムスが一#1 


タチ々ラのハンドボールは縫ボールと同じ構造のチューブが離れた 


L . C • C 中空製をです。 

を州 IKA 電巧ザか3ななを社 


選报乂な3泣、ましてや地元とあ 
つて大いに健闘するも，後半やや 
スタミナ切れか動きに賴あを欠き 
U が 7 とをを消す。 

c / } ンは選抜大会 3 位の県立 
を閨商業(山 口) が 2、3 固戦と 
循当に勝ち準々決勝で本年度国体 
顯池県の県立吉井(帮馬)とが戦、 
前半県立岩国商業が 3 点を リー 
'ド、2、"〇回戦の経過から逃げ切 
るかと思われたが後半県立吉井が 
調子をつかみ1点差まで追い上げ 
一逍一退、息づまる試をとなった 
が県立吉井は大事な場面でノーマ 


;タシ ユート、 PT を落し槽が。 

Ds ! ンは選お大会第2位の地 
元名ぶ短大が展を中也に昭和学院 
(モ葉)名門ル松市立商業を破り 
代表となった県立小松商業(石 
川)、夙化学院(兵庫)東京代表 
の藤がと激戦が予想されたゾ！ン 
であったが昭和学院と名古屋短大 
が属がなけ出し準決勝で対戦する 
ことと なつた。 

前半8が4 とリ！ ドした名古屋 
短大か属は思わね猛迫にややあせ 
りが見られ、攻、防ともに歯車ボ 
合わず遂に同お班長となる。第1 
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延長1対1、第2延長3対3、と 
もに譲らず遂に初の PTC 1 投一 
おに大観衆は一香-憂、2が〇で 
名古屋短大付属ボからくも逃げ切 
る0 

猛暑の中、最後まで死力をつく 
した両チ I ムの選手にはおしみな 
い万雷の化手が送られた。 

■準決滕、山陽女子対県立彦根 
西、連戦からの渡が蓄積か雨チー 
ムともに動きにキレがなくミスが 
目立ち苦戦、残り2分で山腾女子 
が2点連取し決勝進出を決める。 
なかでも両チ I ムの主将中嶋、义 
保田の健闘が目をが•いた。 

一方を古屋短大付属は大声援を 
背に県立岩国商業を突き放そぅと 
巧張るも、前半8が8と同点、後 
半戦に勝敗がもつれ込む、後半に 
入り県立岩国商業に疲れが目立ち 
の分過ぎ、名を屋短期大付属禍垣 
のカットィンからの 2得点、ゴ I 
ル右すみに；がったロングシユ I 卜 
で6連蔬失点と遂に力つきる。 

決勝戦は選な大をと同じ顔合せ 
となり、苦杯を喫した名古屋短期 
大付属は地元で一お報いんものと 
闘志满々試合に望む。 

前半山陽女子はち田、神困を始 
めむらなく搏点、またずっては早 
い帰陣でつけ入るず-きを与えず1 
点を許すにとどめる。後坐-名，巧段 
短期大が廣が奮超、^波乱をるも 
のと期待をつなぐち固い守りに.ホ¬ 
をや垂 3 お点に終る。 山暢ホて--は 


後牛に入っても中嶋を軸に7人全 
員チームワ I クの乱れもなく巧対 
4 という 誰も予想しなかったであ 
ろう大墓で運拔大会に続き本大会 
初の優勝の栄冠を手中に納める。 

選お大会、本大会と優滕に導か 
れた古賀、片岡両先生は勿論のこ 
と本大会出場をめざし自らを帰り 
みず日夜御指導くださった諸先生 
に深く敬意を表します。 

本大会は二日でいって素晴らし 
い大会であったといえるだろろ。 

初めての皇太子殿下•尚妃殿下 
の御観戦、環境の整備、施設の完 
備、手入れの とどいたグラゥンド 
仮設スタンドの設置、6巧数千人 
の観衆、大会斯間中の好天、友情 
の県樹の贈呈、連日の猛暑にもか 
かわらず監督、審判の先生方の指 
導、好判定にょり大きな事故もな 
く救急車の要請〇、等々枚挙に い 
とま ポない。 

本大会をお引受けいただいた豊 
旧市、並びに同実行委員会、高体 
連、協会関係者の方々には本当に 
長い年月御タカいただき感謝に堪 
えない。また地元高校生の皆さん 
のあの暑さの中各々の持場におけ 
る献身：的なを力こそが本大会を成 
巧に導いた大きな要因であったと 
思う。本当に御苦巧據でした。 

終りにのぞみ豊田ホの今後益々 
の碑載窠をお祈りし、関孫各な.の 
姻驻力に感謝.早しあげ摇評といた 
します。 
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8 月 2 日から 7 日まで愛知県豊巧男子は久留米て大抓厲，か子は山陽 
ホで開催された昭和 58 年度全国高校女ずと共に本命と目された学掠が優 
総体 • 第 34 回全国高校選手権大会は勝を飾つた。 


が二---- 

I た蕾 

蒙〇瞩腳稱證霉語 


八男子 V 

久留米工大が2年連続3度旨の優勝 


▽--回戦 

県瀑が目で一 県若井 
(秋田) 1181.3,19 凑城) 

(得点〕(湯が)高橋ぇが藤 e 、 
長沢4、斉藤3、古山2、佐藤1 
(，岩井)ぞ藤5、淚井1、小島1、 
相野20 

0…立ち上がり岩井のポストに 
落とすボ } ルをカット、速攻で4 
— 0 と湯沢がリード。しかし、そ 
の場沢もデイフユンスのマークミ 
スや単純なミスで岩井の追い上げ 
を許，し；^かに 6—6 の同点。な降 
両チームの G . K の好守で盛り上ボ 
ったが、岩井のみめが単調でディ 
フユンス近くでのミスが多く場沢 
の速なを許した。また、湯沢の長 
身プレ！ヤ^—のロングも決まり5 
ぶ差で前半終了。後半に入り両チ 
1ムの動きは一層単調でコンビプ 
レ^ — よりワンマンプレ I ポ多巧さ 
れる貧打戦。そんな中で相手ミス 
を速をにつなげた蕩沢が岩井を圧 
倒した。(千野恒夫) 

北 陸7へ f 爱里 

(福井) 1UISY (香川) 
〔稱点 ： j (扳出)渡里り、川崎2、 
青木1、山本1 ( 北陸)が西5、 
大义保2、沢崎2、竹山3、福村 
4、川上10 


〇..:両チームとも激しく載き、 
フェイント、ポスト、サイドと同 
じょぅな。ハタ I ンでをめるが、両 
チームとも&反の好ずでなかなか 
加点できない。しかし、前半巧か 
過ぎから坂出に疲労が出て動きボ 
鈍くなったところを化陸が3点を 
連取、主導権を握って 816 で前 
半終了。後半に入っても北陸はシ 
ャ . プに動き勝利を不動のものと 
し、 W 々過ぎに雑な攻撃となって 
あ出の追擊を受けたものの辛くも 
逃げ助った。(大塚文雄) 

県お山北 7 /u — ？ で県四日巿 
(愛媛)116 — 7てエ(一二霎 

〔得点〕(四日市)服部3、伊藤 

日、菊地2、西村3、鈴木1(お 

山)山本1、石丸8、門田2、野 

巧3、白石2、古茂田10 

〇…初戦の-ためか両チ I ムとも 

立ち上がり熙くなりなめに難が見 

られたボ、粘った松山北が先巧、 

四日巧ディフ卫ンスの棒立ちをつ 

いたお山北の中央な撃が成巧した 

もの。これに対し、四： n 市の速攻 

時のつめの甘いシュートボ目立っ 

た。後半中だるみで、両チームと 

も単発シュ！卜、凡ミスが続き、 

結局前半リ—ドしたお山化ボ逃げ 

切った。ただ残念なことに、嵩校 


















をらしい活発なプレ I が見られな 
かった。(幸巧末之) 

県靑蟲商 7 l 、 g — A で県日川 
望り森) iul 8 Y (山勢) 

「冯ぶ〕 (B 川)雨宮1、野沢1、 

.嫉爲1、大森3、原田2、植原2、 

か池1、本間1(青森)柳谷聪3、 

ム醉目、‘かを原4、室谷2、長洞 

i 、 柳谷秀2。 

〇…立ち上がりは両チ！ ムとも 
範さが見えたが、日川は足を使い 
青森商ほ山郵のロングを中、むに得 
点を重ねる。日川もよく巧張った 
が玻ばなかった。(藤原利一郎〕 

星 陵巧—県神埼 

C 静閒 ) 2命— 6 Y 径賽 

〔得点」(盛陵)大井4、飯島2、 
削稱3、本田2、佐野3、渡辺に 
〔神端)徳川1、牟田文7、平方 
4、平方九2、大が10 
曰，：前半星陵ディフ卫ンスの弱 
点をつき神埼も善戦したが、前半 
終了近く神埼のみ擊ミスから連続 
释点した崖陵ポぺースを敢った。 
後半も圳埼のな撃ミスボ多く、.星 
睫に趣な-のチャンスを与え楽をさ 
せ.た試をであった。(义保田龍治) 

崇 山之5 18 一 9瞩大石田 
(な邪」2直—达1(山形) 

(得点}(大石田〕長が7、岸田 
3、瓦情4、富釋1、小ぶ2、小 
苗島2 C 索山)城3、酒井3、百 
成4、' 高尾4、滝本1、後藤8、 
前原10 

Q ,; 両チ E ムともり一-6( 一 線) 


ディフ H ンス、ダブルポストのを 
めと守り。を；びきびした動を一でス 
夕！卜、東山は後藤のサイドから 
の巧いシュート、大石田は焉沢の 
ミドルなどで互角にわたり合った 
が、大石巧の岸旧のつまらない G 
K へのファゥルにょる退場の間に 
ま山は2点を連取、さらに W か過 
ぎやや暑さでスピードの落ちた大 
石田の戻りの遲れをついて東山ポ 
2点リードで前半を終了。 

後半、デイフ卫ンスのフットワ 
1クの落ちた大ち田のスキをつき 
百成のポスト、高尾のミドルなど 
で差を広げ、中盤暑さに苦しみな 
がらも岸田、長沢のロングなどで 
巧張る大石田を振り切った。滕っ 
た東山も PT の確率の悪さが気に 
なった。(森敏郞) 


f 


県松江王2への一 

(島根)立り—3^ 

C 得点〕(松江)菅田3、森脇7、 
井上1、金崎4、松本3、渡部1、 
ニー島1、永谷 i 、 瑚巧1 ( が髓 ；I 
木村1、江部り】、须田1、田进1、 
泉1、春日1。 

〇…両 チ，1ムともに 良く動いて 
いたが、柏崎のシュ ー トボ かし甘 
く、松江エの速攻が得点に結びつ 
きの14で前半終了。後半も梢崎 
の ミスから. 速攻で押しまくり、蘭 
始日分程で試合を決めたよぅであ 
る。が崎も最後まで良く頭張った 
が、なめホがないのが残急であっ 
たで(半田帝) 


道上磯 7 /g — s 一 4県倉敷ホ 
(化海道) il 8 l 6 jl 城(岡山) 

〔得点〕(倉敷)山本1、丸山7、 

新谷1、忠田1、鳥越2、近藤2 

(上磯)畑お5、酒井4、 川 井2、 

黒款1、外山1、堀江4。 

〇…両チームとも力の似通った 
巧戦となり、前半は上磯が速攻、 
ペナルティ、ポストなどで 得点、 
一方天城も丸山のフょイントから 
のシ ュート、速なで追いずがり、 
1点差で前半終了。 

後半に入っても-上磯は相手のシ 
ュートミスからの速をで得点、天 
城はシュートを巧つが GK のげ守 
に阻まれ1点羞ボつまらず、残り 
目々ょり上磯の最後の踏んばりに 
勝機を逃がした。試合を見て言え 
ることは、最後のシュ I 卜が雑で 
をり(両 チー ム )、 G 反 堀の守り 
ボ上磯に勝利をもたらした。(田 
鳴靖夫) 


n 


巍 f 


聖光学院 〇へり 
覆島) ilc 

〔得点}(石橋)鹤谷2、中田2、 
藤お4、ち田1 ( 喪-光)岡崎4、 
円谷1、渡辺3、武田1、佐藤1。 

〇:‘立ち上がり蕾光はサィドシ 
ュート、ポストプレー、速攻と確 
実に得点を決める。一方、石橋は 
立ち上がりおに乗れず、 W かに中 
巧が カットインから 点を決め調子 
づく。中盤は逆に聖光のホめボ雜 
になり、前半は1点基で終わる。 
後半に入っても両チ-—ム動查ボ惡 


く、内容の薄い試合だつた。(九 
田秀夫〕 

大分電波6/^巧—5で県.屋代 

(大分〕又 217 Y- (長寶 

〔得点〕(屋代)西村延3、近藤 
4、小口 4、島苗1 ( 大か)後藤 
4、お立3、児玉3、朝来6、小 
池4、朝生6。 

〇…両チ I ムとも動きが重く、 
ボールも手につかず得点に結びつ 
かない動きのくり返しであつたが 
大分ボ早く立ち直り、ボールが早 
く回りがし児玉のロングで先行。 
化の プレ I ャ ー もをく得点に持つ 
ていつた。後半屋代の反攀を期待 
したが、暑さに負けたのか動きが 
惑く、攻撃も単調で点差が關くば 
かり、 ワンサイド ゲ I ムであつ 
た。(お尾滕化) 

県小おエ 0 /S — 6 で県高島 
若川) 2 \ 3 — 5 Y C 溢夏 

(得点〕(小松〕福田4、石崎1、 
中お5、有が日、古谷5 ( 窩島〕 
伊吹1、坂本2、桑原1、巧中5、 
万木 1、 西川1。 

〇…両チ I ムとも速攻は持に見 
られ ず、セットを主としたチ I ム 
であつたが、後半；^か、高島がぺ 
ナルティをはずしたのを境に小松 
がポぜん生気を取り戻し、着々と 
得点を重ねて振り切つた。(大橋 
昭重) 

仙台育英〇へ9 — 7\8尾 道 

(宮璧至 U — リて(広曼 

* 福点；；(巧ぷ〇吉 W 1、 ず谷5、 


五島4、臂井4、日下2、神を4 
(居道)一二輪2、粟お S 、 が山2、 
細島4。 

〇…両チ I ムとも大型選手はお 
らず、得点も速な、セットともに 
つなぎからのカットィンによるも 
のがほとんどであった。前半なか 
ば尾道•松山の退場からぺースを 
つかんだ育英は6連続得点し、ま 
導権を握った。しかし、尾道も育 
英がシュ！トミス(尾道 G 区の好 
守)をくり返す間に反撃、2本の 
PT などで前半を9 j 7、育英リ 
I ドで終わる。 

後半がみ、尾道は5点差をつけ 
た育英の足がとまったところを速 
攻で3点連取、さらにポスト、サ 
ィドでなか1点差まで迫い上げ 
た。しかし、ここで雨チー ムライ 
ンクロス、チャージなどでチャン 
スをつぶし合い、最後は育英•守 
谷がとどめをさした。(川島克之) 


1S) 南艾 


祖 U) 


3 L 


K 境 

(鳥娶 


〔得点〕(宮崎)术部5、木村2、 
春山3、田中日、安井2、池下4、 
野田4 C 境)清水2、阿部2、足 
立3、お本3、 . 角3° 

〇…前半中盤までは両チームの 
GK の固い守りでなかなか得点が 
できなかった。その後、宮崎南は 
相手のミスからの速攻で、境は力 
ットィ ンプレ ー で加点、 U — 8 と 
宮崎南のリードで前半終了。 

後半、境は山だしから-署さに負 
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け全くパテでしまい、官綺南は得 
嵩の速攻をホ体にがホを則.香離 
す。両チ！ふの練習量の差が出た 
試合だった。(小山哲史) 

脚崎城函 s ( lu )7 聽知追 
(磨却) (高知) 

t 得点〕(岡崎；}吉見 e 、 柴田2、 
草野1、中島4、宮崎6、酒井6、 
弁上3、堀目、赤松1 ( 追手前) 
山晌3、が井1、川村 l、w 上2。 

〇…踊崎城西のディフ卫ンスが 
G 区を中、むによくまとまり、追手 
がのスト^~リングを誘って遠攻を 
をかし、前半を M 12 とリー.ド。 
後半に入っても城西はリズムに乗 
り〔方的.に走りを入れ加ぶした。 
追す前はみ撃が中央に片寄り、単 
闊で城趙の速みぺ I スにはまっ 
た。城輯ほノ！マークシュートを 
度々はずし、今後の試合に課題を 
残した。(岩永重之〕 

稱岐喜2で le 一日県姐旧 
(段き玉；： 一 — 9 て(德曼 

(铅点)(池坦)加藤2、山下6、 
高ホ2、罵木2、平尾3 (岐阜) 
巧江自、二宮4、豊面2、觀間1、 
ムロ 4、牧西6。 

0…亞ち上がりはお互いにが手 
の様すを見て 5 か間は 1 点ずつの 
巧をであっ‘た。なの：5.分まではセ 
ットからポストな撃で立いに1点 
をあぜたに過ぎずミスの連続であ 
つた？池西，をその後ロング、ポス 
卜でリドするも県岐阜商•二宮 


の通玻を尝っかけに山口めロング 
シュ I 卜でじりじりと点差をつけ 
U — 6 で郁半を終わる。 

後半立ち上がり5か、細田も頭 
張って攻撃す るも 早い ディフュン 
スのつぶしにあいなかなか加点で 
きない。県岐阜商はをだ、二宮の 
遽なと山 口、 牧田のハ！. フ 速な セ 
ットからのロングシュ I トボ決ま 
り試合を決定づけた。(永田裕孝) 

県氷見1^1追9県な卷化 
(富山) 2命 — 7 て(岩手) 

〔轉点〕(花卷)阿部3、高橋衛 
8、高橋健2、率石3、伊藤1、 
管-各2 ( 氷見)お上4、-前山7、 
堀川2、山本3、ま木3、春木2。 

〇…關始2か、氷見が ロングシ 
ュ I 卜で先取点、巧卷化も速攻で 
同点と した。 その後両チームとも- 
よく走り交互に得点をあげやや乂 
觅がを利に試合を進めたが、 W 分 
頃氷見に続けて。ハスミスがあり逆 
速攻で花眷北がリードして前半を 
終了。 

後半に入って氷見に退場をが出 
たが花を化はリードを広げること 
ボできず、逆にか見*前山の ロン 
グで逆転、リードを奪ぅ。その後 
は前半と同じく両チームとも素晴 
らしい 攻防を見せたが、残り2み 
巧巻化に退場者があり、氷見が得 
点をあげ2点差で氷見が勝った。 
素晴らしい 内容のあるゲ！ ム であ 
つた。(秋山.1 ) 

▽ 2 回戦 


補米て聲細 M ::) じ鑛沢 

'霜岡)1 

(得点〕(义留米)片山5、甲裴 
2、’ 郵中1、永お3、が田5、坂 
田4、中西3 ( 湯が)伊藤2、長 
沢4、斉藤3、佐藤2。 

〇…兩チ I ムとも『動きにスピ^— 
ドがないか撃の中で、义工大附は 
コンビよりポスト^^^を夕巧、着 
々とポイントするポ、一方場沢は 
义工大附のディフユンスを崩せず 
単調な攻めとなり着戦、6点差で 
前半終了。 

後半に入っても、义工大附は着 
々とポイントを重わ大差がつい 
た。湯沢は、最後までディフユン 
ス面においても前へのつめができ 
ず、ポストプレ^ —を巧ぐことがで 
きずに敗れた。(中お武彦) 

ヒ を3で一西宮市立 
ゴ 障じ — 7 て西宮ま 

(兵庫) 

〔得点；^ (北陸)村田4、大义保 
4、 沢崎3、化 山4、 福が6、 川 
上2 ( 西宮)赤瀬1、.石橋日、横 
山3、 松崎 4、 中田 20 

〇…両チームとも. 攻撃は セット 
プレ ー を主体と している が、前半 
化陸•村田、か山のサイドのコン 
ビネーシヨンによりリードを奪 
う。後半^分、西宮•石橋に続き 
宮前も退場し、その間に得点を重 
わ北陸がふり切った。(大橋昭重〕 


県松山化篇 U ) 口 ss 
〔得点〕(傘人〕上お2、荒巧1 
鈴2、巧口 2、謹田9、山口1 
(お山)山本气石丸 S 、 井手1、 
巧旧1、野田4、白石1、沖永3 

0;聲人エの得点でスタート、 
しかし続いて松山北ボ得点、両チ 
I ム互角で前半終了。両チームと 

もにディフ卫ンス、ホフ卫ンスの 
バランスがとれ、同型戦チームの 
戦いを展關。後半に入り松山化- 
山本が連続得点して逆転、が山ぺ 
1スで進む。単人 H も蓬田め活曝 
で追い上げたが今一息届かなかっ 
た。松山化の沖永、山本といった 
小さいプレ—ャーの後半の活躍ボ 
目立った。(岩永雪) I ) 

県青森商器卸評^ 
〔得点〕(青お)柳谷聪4、山野 
2、ルを原6、室谷5、長洞1、 
柳谷秀2(添上)日お S 、 •野田1、 
森本2、橋本4、乾1。 

〇…大型選手の歩幅の大きさと 
れ点の高さで攻める，青森にがし 
て、小型揃いの添上は左右サィド 
と中央部の3力所にできる二一角コ 
ンビを迷彩に使い対抗した。前半 
818 は、添上 GK の7度にわた 
るをずボ原因であった。後半に入 
って如かまでは完全なシ！ソ1ゲ 
1ム、実力は全くの伯仲である。残 
り3分のとき、青森は(大足福 X 歩 
数)対(多歩数 X 足頓)において 






ををの街で，いま，好評です 
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新宿駅南口徒歩2分 

吾堂 60 日 

レストランバ ー r 「タリツ J く一 J 
スナック&パブ r テインバ ー 」•カフェレス 
トラン「キャりホカ J ■ 自本料理 r 車屋 J ， 
中固料理り履が画」‘結娟ホ場•大小尝を場 

渋谷区巧:々木 2 — 3 — I 37 G - 32 I I 


庭った速攻で I 点を光破し、梳い 
で2点* 3点と左をつけ大孰戟に 
隅利を化めた。 C 新井節巧；} 

韓 I ぶ巧 ( n ) 巧坦淺 

(得点」(殺ち】津兼自、平轉2, 
加藤4、 Ml 輪1、山下ぇ通坂7、 
銷本2、山の i (盈蜡」大巧4、 
銀島1、帕鞋2、ぶ巧ろを耻ろ 
波巧4。 

〇 :前半は、搭ムロの蜡のズラシ 
によるポストブレ r 、 それにホィ 
ドシュ ート ，速が、盐躁の通玻、 
ロンダシュ]卜、遅ぶと‘五巧の戰 
いで1点甚で街ホを迎える。 

.梭半の立ち上がり fi か問、祕を 
め速な、ボストブレ I が決まり5 
点差。ここで盛陵皆めきれなくな 
り、お台の攻單が端き腿なをな该 
わ。おムロのちが I な上の巧を持っ 
ていわよぅにおぅ。(化川费夫.) 

巿 川目 f y 1 5てぉ む 

罕冀)已1ず ム 

(得点〕(束〕域2、番巧1、 

酒井 2、 高尾 3、 稚本1、搔靡 3 

〔市扣 } 新地3、化.吹1、勝ぶ7、 

湯み1、 W 就5、屠が2。 

G …ホ川が丽•接半とをに試を 

鮮始3分間に浊磕しで如墙、東山 

忙圧尴しわゲームで苗る。^3^;恃 

房身のか化のディ7 ^ンスの壁を 

タロスプレ—にて踊し玻壁をずる 

けれども、ホットインの動き巧お 

がポールについで巧くことができ 


ず、ディブ H ンスの-前にて毕裤に 
散弹賊シュ t 卜になる。が川‘蝶 
义の-速攻への正り、カットインよ 
りめシュ 1, 卜が特に段立った。 

(が井巧邦} 

讓 f 里 lu ) K 県整ェ 

得点；.(が原)林6、破本1、 
言巧4、拙轴1、明お8,段爾4 , 
を藤1 C ‘松狂〕晋巧1、燕麻？、 
井卜 r 、 を崎日、秘本、墟部1。 

。…立ち上が.り両チ—ムとも載 
きが部くベ I K に乗れないところ 
を，絞八：：力に腺る R 体を原はディ 
フでン K を岡めて述攻で先手を躍 
る。-ぶ、が汪てもよく動き、力 
ットインでバスを.つなぎ得点ず 
る。を腰"がのがリ 1- ドで前半 U 
I 了で終/。 

披半に入り在屈 G にのが守も苗 
な、述政で昔みと加点しホ專摧を 
擢る。拉に H もよく独閒したが、 
が原の厚い盟は做れなかった。 

(1 库薩実」 

非偶 f 义 IM 接迅上磯 
〔得点.' (上槪〕贴沉 S 、 酒巧.3、 
WA 2、 黑敌4、ホ山1、洒化2 
(興宵。松 W 2、 宵を4、が波1、 
おお W 、 顯昭3、 t 原1、化嘉2、 
玉城壺5、ぶ城裤3、ち城.3 0 
〇…両チ r ムとも一輔帖御とダ 
ブルポストを谐でパみ—ンもよ V 
似たチ！ムで苗るが、上儀はパス 

ミス、才' ■ ~ハ-~ステツマ、宁ザ*™ 


ジなど雑な.巧擊に加えシ。]卜に 
、も決め手がない。一方興南は、相 
をのミスから逆玻、カットイン、 
サイドシユ]卜など妾據な攻堅を 
据踊、リズムに乗って邮半一方间 
をゲ—ム展開となる。後半、と襯 
はみンタースリ！な擊に変えお擊 
にかるが力及ばず。巧南は：梅姑す 
ばしっこい勸きで上磯を圧御し 

た。晶结 nl ) 

础 If 里 IN 四け型光学隘 

1.;得蔚-藉虫邮山-。、井巧。、 
乂原1、納趣 ra 3、 野山4、 
な川1、小が1 ( 聖光〕商橋日、 
おが1、え騰6、聽嚴2、お田1、 
再藤3。 

〇…立ち上がり槛山は.のク 
ロスから左械■納が連続ミドルを 
決めて好調なスタ I 卜。型光はお 
福、廣がのサイドで运すが、桃山 
のスピードある颤きから Q サイ 
ド、ポ义卜-述政，を化めることが 
できず、に 7で前半を拱わる。 

渡半-ごか点重としたところで 
桃山はタンバ—を替えたが、この 
あたりから增ぶにも进玻が出るよ 
ぅになり5かにわたりなった。し 
かし、前半の8点を柱太きく、懸 
がに迫いかけるが黄をつめること 
がで尝なかった。むあを) 

成が f 里門.；5巧大か苗波 
柯曼(大结扭な 了、 招.玉 リー、 
朝来9、お W 1、 朝をリー(お国」 


h 郵もお川2、上が4、稱田4、 
巧幅‘ゎ、若藤10 

〇.:ホなの賴来めカットィンか 
らの得点で.始まった前半であるが 
3 かに も 貼玉の ミドルで リ ード、 
若国は4分に森 W のミドルでよぅ 
やく描得点。 しかし 大分は着集に 
稱点を蒂わ、をっても GK を中も 
によく 守った。 S みたって6—1、 
岩国は森 W がマンツ—に < c い、や 
や攻めが华調.になったよぅだ。の 
分、岩国が速破をがみ3 J 6、 を 
の頃から大分は.點きがムまり*硫 
けてのか機 W が決めたあわりから 
述玻が出始めて巧分には〔/ — ？と 
追いっいた。 

後半に入り6か、太がが迹攻で 
巧 -I W 、直後岩国のミドルで 1 点 
莲。しかし、だかには岩国_化1な 
と逆おして-、大かほ追い上げたが 
最披には力封けし..た。(エ藤庫夫) 

lif 器：：若景 

覆皂 {: 遣喪烟那 8、 田中 4'. 
ぶ岡1、村山'。、顧井2 ( 小松) 
爾旧7、ち崎、靑山2、中お. 4、 
を村2、古谷1。 

P. 古を上が.り小站お良い i ド 
ルシュ，—卜を逃諭してり！ドした 
當補は、小秘のしつよさな音い下 
がりに普しんだが、鞭半8か過ぎ 
の述 I 耐迪攻で2点の-リ I ドを奪い 
そのまま逃げ切った。両チ[ムと 
も上く訓練されたがチ]ムで惠っ 
たが、填さのためかやや¥力を 










欠き、後半叫か過ぎ頃から-はミス 
も目立った。か松エは主くポ（ル 
をキ]プし柏み强いな防を照開し 
たボつめの甘さが赋微を招いた。 
〔おぶ霜ホ) 

l&f 口(け苗驶量 

〔得点) C 肯叟吉川气巧谷日、 
お島1、背井3、日て2、种禅1 
〔音岡。揉香1、下 W 日、小金配 
3、±原台、黑旧5、岡耻4。 

〇…稱.チームともに走力、ボー 
ルコントロ ー ルが非常になく、ゲ 
I ムが了摩前まで勝敗がむずかし 
い試かであった。前半の立ち上が. 
り5 — 1とリ I ド.をした甚岡がゲ 
!ムのち譯植を取ると同時に，勘 
香に少し差があったょぅだ。扯ム U 
育英もカットイン、ポスト、述攻 
と数々のな學ずれど、富間のディ 
フユンス、 G 技に得点を妨げ&れ 
る。戏.り W 分に當閒め動きがお純 
になり、肯お忆1点造とされたが 
逃げがった。(村井牌邦) 

県ぉ崎语盏 N 苦難禮 
〔昭点〕(構.愛を藤4、堀川2、 
未を4、輯田1、昇礫7、興座2、 
(宵崎)本部3、春山7、山中气 
あホ3、弛下3、耻田4。 

0 :,両チームとちポスト、ホイ 
ド苗るいは速攻と多夥に攻坚ずる 
が、ロンダシ「一—卜と G K で苗幅 
がが一歩り—ドする。しかし、接 
ザ U が過ち崎南の春山がマンツー 


マンにつかれるとぺースがくずれ 
梢お商王が U か過ぎに追い.つく。 
しかし、愚後ち帖丽课 PT を獲得 
勝利を得る々邮チ f ムとも插搜ま 
でよくおりが：試合で着った。(ル 
山种央。 

II 里 IN 洁辦韓 

〔解点〕「师謂；〕ち捆日' 藥阳5、 
草野1、中島1、宮崎、酒井9、 
井上クー、(ず田)蜂木。む、お巧4, 
前中1、津川7、野ロー。 

曰’：岡疵城西の述い動查に带田 
は付きがれず一方的にリ3ド、：^ 
— 8 で邮ザを转了。後半に人り、 
城，曲ややリズムが'くずれ.稱点を人 
れても、並 m 城浮点を許し邮ホの 
禅点差のま.まぶ分過ぎたが地力に 
滕る城酉は、残り姐かからぶ基を 
開き一方的に押しがった。{淺旧 
邦雄) 

1電器=誓—悄 

〔得点‘1 ( 九学；一塊ち6、{尚永 4' 
瀬下2、水口 3、お雜3、聰本4 

〔掠-&安な1、塑のリ-、柳閒气 
山 n 3、 攸旧日- 

0…両チームとも法めをを化き 
通い試か鹿閒とな「た。前半巧み 
過ぎ、九州学院は Dh 了を得、それ 
をがめるとが撫迎子が A 、 フリー 
スジ！かをめフホ1 XI シ3ンち 
がまり、それ描禪の.県枝阜商の得 
ぶをシブットアウトし大势を決め 
たぶ' 後半、県岐阜商は必那に退い 


上げわが、前半む失なが痛かぅ 
わ。(报意爭雄。 

昭化■見。 0!^} の1馴驾 
〔得点〕 某見)お 上 S 、 前山-り、 
山本 2、 ミ木1、春木2 ( 川口〕 
が巧2、雖.本1、转な气ち原气 
阿部2。 

〇…两チ—ムともフィールド‘ 
プレ！ヤ I ををい、间じよさなゆ 
っくりした攻め合いが歷いたボ、 
氷瓦が光制して 411 とリ J ド。 
川：：が遇なを混えて得说、巧分 
には进恥。しかし、氷見もなく诵 
張って f 巧跑进おし fi — 日で邮ザを 
梅了。搔ザも前半と岡じよぅに氷 
觉が S 点を速取、をめ彼一遇一逊 
が輪いたが、なかなか顯きが揣か 
ない WU エに対し氷見は鹏実に得 
点し、鼓初のリ！ドをおら勝利を 
ものにした。(蔚木嚴捂) 

一>3回戲 



I . 得点。系酉ホ ). が山7、で單 
G • 晋中 '^ 、永お3、が山3、お 
の7、乂保山2、中西3〔北蜡， } 
が迈 1、 辻お1、皆崎\大化お 
3、れ山1、福が3、川上3か 
〇:お陸は大义 お、 福讨を中、む 
に攻坚するが、灰背ぶて太渦のデ 
/フュンスが 強く得点に 摄び つか 
ず通攻の憐会を作る惡賴環が赖い 
た。デイフェンス、シュ[卜力と 
もに义醫ホがふ 吾くリ— ドし、ぶ 


の羞を盈せつけたゲ—ムだつた。 

(欠碟田帮お) 

県松山北别而巧県靑顆栖 

窩基(帖山}山本1、む丸1、 
井を3、巧田3、脚の 8* 白•む7， 
古な出1 (， 青森；}柳お聴3、山輝 
4、ホ带原4、盛浮3、民洞2、 
柳冉患1。 

a …關姑早々、^-かをロング 
で：が山おが光取点をあげ、相手の 
動きめ惡さかもミうか髓き速をす 
るが連硫して GK のが捕に会い稱 
おできず。5か過ぎ育森商も中つ 
と1点返すがべ r スがつかめず、 
その後ディフ占ンスのチュンジの 
惡さかをポスト、カットイン、口 
ング、黄にミスから距速致で走ら 
巧前半を終わつて7ぶ志で楷山 
北が有利に遇める。 

徑ずに入つて#盛魄がべ—スを 
クかみ追い主げるが、大切をとこ 
ろでディフ L ンスの惡さとミスボ 
重なり.、前ザの左をつめることが 
できなかつた。(中煤武聲 
t U 81^り—6 \ 5を古巿な 

〔释点〕(接負津燕1、平お4、 
加藤3、二 I 輪3、植お4 (f ) 
新地3、失吹6、聯义4、川統3、 
尾巧2。 

0…立ち上がり捣昔攻擧ミス主 
.りホ川化取、. 3 ^ 〇 ま' でゆくが、 
投台のおット攻整が K ピ—ドとコ 
ンビが合い迫いすボるが、一ぶホ 


川も述攻で加お、横锁となる。互 
いに齿切れのよいクリ—ンなディ 
フでンス、スピ 1 K ちる攻擊と岛 
化えのをるゲ]ム嚴硝になるも秘 
姑巧川リ—ドのぅちに3。巧责で前 
半を終了。 

後半ずぐにブォ ！ y —ション、 
フユイント欢おして2点お川が庵 
取、一方腺吾も速攻、セットま觸 
で拖戰、6知過ぎ被み1点集と逊 
いシ—ソーゲ t ムとなる。 W かに 
碟台间点とする。をのを I 遇-‘退 
をくり返すが、市川域り日分、速 
或、スカイプレ—で2点壺にする 
も蜡おも速攻で追ろ。残り1分ぶ 
川ダメ押しのロンダに迹なで腿瓜 
を決した。(秋山幸を。 

原逆げ驶の興南 
〔得点〕〔销损)ホに、ち巧3、 
明む3、明石 8、 佐藤 1 ( 巧南) 
宮里8、が波2、说煤だ、鋪底2、 
K 原 4。 

こ：‘興博の-ダブルボスト戚吳に 
乃し^伴お原はセンタ1 
を谭。麵始ぃ十々巧厢•林のロング 
で光取すると興南もカットインか 
ら PT を詔い：^点。約姻両チーム 
と扛ををよく惊「たがゲームにな 
る。巧掃は林、明ちのロンダで加 
点してい‘くと閒南は宮が-をリード 
マンとしてカプトインプレーで當 
い下がり一遥一堪のゲ}ム展蛇。 
むか過ぎたの止まった群南の中き 
をついてが骚が 4 点速取し前半を 






掉 T 。 

後平能始、興簡.滿胜 、哲 里の 
連続得点でお昭にしつ上ぅにない 
下がり、前半同磯一進一退のゲ— 
ム瑕熙にをるが、前半で巧原のリ 
I ドが勝刺につながったが、興南 
の宮里のブレ！が畏く光ってい 

た。(前結廷 

蛇山が院且け y じ踩ぉ国 

〔得点 ；I (桃山：^帖山日、井内 3' 
丈原4、軸4、歷山。。、野田1、 
(思 問) k 野2、南 W 4-， 上井 S 、 
柿の2、吝聴1。 

〇… 互いにセ か 卜な學から加点 
シ ー ソ ー ゲ ームとをる。おがまで 
6 E 6。ホこでを国の痛 W に桃ム 
マンツ— マンにおる。巧第に岩 固 
がなめ あぐ わ隅に桃山述再， セッ 
卜崭皆がリ K ゥに乘 り 3点産を つ 
けで前半棘 了。 

お半ら互いに誌らず梭峨とな 
る。 y か猶ぎにはお聞 i 点壺とつ 
めよる 《両チ t ムともホブエンス、 
ディフ1:\义をも互巧、数しいな 
帖 がくり おされるが、挑んが興所 
嬰所で ボィ ントをかせぎち国の追 
おを.ふ〇 切「た.. (科山幸か.- 

県富岡双 nsj け韵補 
〔得点〕 . C 超浦。商巧1、炯地久 
ホ關1、が 山 7、駆井3、西1 
C 宵 岡。 下川 4、小金お 3、 ^厳 
1 、紫曲、 お原 31岡坚 - f - 
CY . 而半の宫 岡は スカイ プレ 


述戚.ステブプと掠-巧プレ[を 
発揮すれ！ rr 疆補は速攻、ロンダ 
とが机味の烏いブレ！を艇關しを 
巧の贼いであった。宮岡ずや漬拉 
巧試合嚴關、後半に吿って宦岡は 
増撮の贴地にマ X ッ！をつけた。 
一方境浦のディフょン义は兽岡の 
设奧をなく誌み、 . W か喊觀5分間 
ノ[ゴ！ルに狎えた"最後まで凹 
を離せないがゲ I ムであった。 
(掉お青一) 

県岛髓ぉ S 品じ稠崎城巧 

,, お点：！(拙西)橋本 1、 ちぶ 7、 
皆幅0、酒サ1、井上2 - 宮强) 
本部 4、 荐山 4、 旧中 3、 を井 3、 
池下3、野出20 
C . …岡暗城西の動きが重< ボー 
ルが 上 乎に回らず、また、シュ t 
卜も宮胁南の G K にが守され加点 
できなかったが、化か？1?と同 
点とする。その暧巧び‘：；茜がリ 
!ド、4点差をつけて前半を終了。 
撥半、お崎がは欄人ブレーでボー 
ル丰—フし成摩時問を松持する戦 
法で滿実に加点、一方岡峭城巧は 
トロ見の述被でおい t げたが、宫蜡 
解 GK 池宮が妊巧’ 2点差で难ば 
がった。接本真こ. 

県氷ぶ典 m ::^) 巧化が学ぉ 
〔提点-(お邸)我 h 驰山4、 
堀川与山本3、火伴 l 、 f 口木3、 
お本 1 、巧31者本.3 {九を一蜡 
方3、富水3、水 n 3、も藤 J 、 


盛束自〇 

〇…先取点は顯始巧秒、お据が 
中央のカットィンであばたが、両 
ホ t ム ともよく をり、前半綺/願 
ぎわまでシ I ゾ！ゲ r ム.を醒開し 
巧おの甫るゲ]ム。前半は.'氷瓦の 
4 点莲で賊了。淺半にん「で脚力 
に隘る氷見がをりまく.り得点を電 
わると ともに、ベンチ入りしでい 
る蛋ホを巧く被い、元気のないか 
州学院を丧き離した。(中板裁度) 

〇準々ホ贼 


献留ホ 


細赚迎門—バ石 S 輩 


得〇い01白0031200 
叫川邸雅ぶ撒手お田原む野贿 

化ちぶあ山も井巧巧雜白長一二 
] G 

吉表山蜜みが口 U 田ド山西 

じ秋坂片甲蝶永が榻が森久中 
择〇 〇 71 - 。4 3 〇 一。〇 〇 〇 


芳 - f 瞬) 


2 


む 

T 

F 




こ：''，松山北はボ3ルをじづくり 
网し义口！ぺ I K での攻單展開， 
野田巧 U ンゲシュ I 卜やボストシ 
ュ I 卜でか厢、一方久销ホ私ひと 
つリズムに乗れずきしんだがボス 
トシ1 i 卜などで稱点をあげる。 

1刖半ぶ妍巧ゲ！ムの流れで皂っ 
たが、度半に人ると义題米のディ 
フ正ン K が松山のホフ►^ン K をし 
0ぎ、播玫へつなぐ^- 
また、み- ツトオフュンスでも胜 
の止まった，がんのデイフてンスを 


ボ ストを 擊主ホに ポイントし、 が) 
か過ぎには6点差となり乂留おぺ 
1ス をつかか。一巧粒山北ほ义留 
米の高いディブ r 【ン X の壁を崩せ 
ず、阜発巧に.加点するに とどまり 
-お昭なゲ r ムとなる。 

捕局殺をもに腿る次稱おの順当 

縣ち。(秋山董 ；) 

ず m :g (門^が日体芭原 


波 U 〇 3 - 2 '〇己 61 u け1 U 
引原本田溺野ち掘辺 W 瞧井 

^大巧ち概亮明お被金 

却 苦 ，I が 


川が女地滿上職元又沒娜齊 W 

S ： こ 

n 平をお溃井たな滕漫川能竭 
0〇 〇 7 〇14 〇 4 〇 4 〇 〇 


呂 

) 
リ3 

T 

P 

が 

如 


〇…ぶいにょく相をを知「でい 
るみ」いか廊于 I ム とも 慎重な立ち 
上がりから日体苍蜡が ド T で先を 
を驭り、その後も得点を重わ6! 
1とリ[ド0 

やや攻めあぐんでいたホ川は、 
中盤から镇趣もに過い上げ、排盤 
はを V 、遥のべ）スとをり9 • ' y Q 
间点で前半終了。 

幾半も： n お稍原はポスト、サィ 
ドで3ぶ差をつけたが、をの後の 
ベ I K はす川 f 。 

骑涩は巡がをフ.ホ— / I ショ 
ン 、遗巧などで..稱点、 GK 0 プァ 
ィンブレ I .もあって、市川が逃ば 
























19 ,C3) PT の 1 日 


12 (2) PT 巧）け 


20 (2) PT (1) 12 岡 


うちのエース、背番号ち0 

基本じぶ.票む遽ホはど、臨撇’じ嘴に動 
けるらのです。基本性能に棲れたパ々が 
フォーメ*-シヨンを粗んた•、ビタターの 
カラ方セ 50 。く结る•問く•釣:かを一をで 
やってのけるマルチプぃーヤー。カラー 
になった 1 秘 3 !至メカでも 

暑ビクタ_^のぉ巧いさわサ-カタロダ巧ザは{デ1〇な}五ち巧モ巧日3に口が巧3-卜1巧山ピル目本ビタタ_{が}イ^^了ホ〜ィーシ3ン-セン 
巧-5目!].巧 61)*^ 寒ムなたが W を L じもの IS 枢 At. L てホ L: じむ t 巧けかけ-，巧なち上， - 麻がで巧用でみ J サん， 



曰化コト巧か近 


IT 

逊子 

が糕 


得〇 2 3 0 2 0 0 3 113 
^ん川木伴山木ホ.水 

，お前釉山大化吉啦摩 

K , ド/昏-二梗心 
G i I ド\專大墙」 

巧诉‘山巧原自田巧田野川が 

S 耽法拙井大整野戶お育ル 
舟〇 OW 1 L 。 3 000〇 U 日 


嘗 'U け3 5 21 C ； 〇 41〇 2 
即-巧田上山 W 本伴山木本木 
2 森 
じ蜡山岩蜡鹿山太北^^ t ^&者 

j 邮 £.( 蕾-处) 

琴お水部が水山中或井下 W 翻 

蜡池黑本木黑青凹荒お浊野中 
^CJ 0100130340い 


桃山單院艾化：：ジじが竜 

得 QUOO 31 u 円3030 

刷氷@香川狀睛禪田原野邮嫌 

蜡鳩ぶ接下み-^技驼粒ぉ阔加 

K よ量 ‘ 福旧 ^i 

ぶ 青松鹿」 

得 m 扔山巧厮邮旧山骄田林 

I 威燥袖サぉ皱野戸損補ん 

化〇 〇 6ら3 i 2 3 〇 〇 〇 〇 


なく足が朝き、速盐、ぉッ h と肴 
々得点を蓝ねる。両チ]ムとも- 
を懸命プ レ！ し化蘭が藉でた。 
(小山哲史，> 

桃山学臨巧 (3 U )--^ 県氷見 


〇…桃山は固いずりと両サイド 
の活額で氷見を全くおせつけず保 
滕した。 

を人’避お本と G K 搭打を中、むと 
した 対応力に補ちたディフユン K 
とボ S ル踞化の巧みさで勝ち進ん 
で 童 おお見ではをったボ、桃山の 
スピ！ ディなサイド、 ボス ト攻擊 
を，防ぎ切れず失点を重わた。 

-方攻擊も得说の口ーリシダ玻 
攀ボ中央へ中央へとか寄り、桃 山 
の-ずり を崩すに至らなかづた。 終 
逊にな「て氷見は本ホのリズムを 
取り廣しデイ フニン ヌも ホフ ュン 
K も函張り懸命に追撃しをが、そ 
の-点にお統校の誇りとさわやかき 
を 感じた。(，ち本 霜 寿心 


の'退場でかえっておがムまり、逆 
にお挂.にリ ー ドを許した。拔半立 
ち h がり、氷盈の速欢で路 なは. 決 
った'かと思われたが、ち跑巧はし 
つょぅに食い下がり追い上げたが 
王！ス春山の舞巧の臣殺く、今_ 
を见ばなかった。〔お本更鬼) 


V 畢決腊 


进 




舟 U 〇 o ' 〇 U 〇1 r—i 〇 ' 日〇呂 

の松女地嫌上賊お义浅離藝沼 

is ず早箭清せ头な 勝踞 W 能屈 

コ^ だ審.讀 一 

^吉本山巽：乾田口田下巧 

^秋お片巧も野みが構坡森ゃ 

导〇り ■ 4 so 2320201 


む 

T 

P 

〇 

姐 


0 . :巿川は多彩なブホーメ 5シ 
ヨン プレ ー を醒祀するが、前半は 
义留来工大附のおい镇を突おでき 
ず苦敞するが、祗ザは幅業均プレ 
1が成巧ずる。 

义留米'丄大附は一試をを通して 


〇…桃出の训山、井内、言岡の 
柴田、か金がの稱点でが巧に.わた 
りなぅが、晋岡の中央へ中央へみ 
い口1リ？^ダオブてンスも挑ムの 
ずりを化げるに；立らず、苦しい展 

閒を杂谱なくさかる。搔半に人っ 

でち同揀の綻がををして富輔に進 

展が見られず，桃山にロングシュ 

] 卜に決み手が..面る好存澗に試合 

か進めるが 

お立いに早い勒き、切れのない 
シュ—卜と気 姑の良いがゲ—ムで 
あった。(撒井保信.。 

昭氷見が ( luM ) 巧県皆脑南 

^0…両を固い出足からがみを過 
ぎでち赠南が述ぶで 4!1 とリ ー 
ドを奪った。とこみが、のか化ぶ 


0決勝 

♦ な S i 里 iM 


挑山学院 


粤〇 〇1を12 〇 .ひ〇 〇 〇 〇 
川旧沢山巧原巧田山野連林 

邮政深袖卦大远骑 戸おお分 

司劉 

ゴロ本お斐中ぉ田 U 西下山敌 
心 保 
^郎坂坂ザ野、をが權坂森义中 
得〇 〇 7 5131〇 8 0- 〇1 


/"V 

下_ 

P 

が 


6 

各 


〇:.長身者を ずら-りと 揃えパヮ 
了ルな風きのぶ留ホエ大附がテク 
干シャン搁いの桃山の対戦は、前 
半は桃んのス U — ぺースでゲーム 
が進み W かまで义留米21りで3 
— FO 

しかし、がかを過ぎた頃より义 
留米本来の速い動きで襄快にシュ 
1 卜をホめぺ—スをつかむ。 

i ち桃山は阵っくりとしたな 
め、ブロッタ、ブユィントで蹟を 
ぅかがぅか、長身19り側の G 狂 
秋ちに阻まれて、前半 UI 4 とぶ 
留米リードで觀了。 

後半に入り桃山めぺ ー スが早く 
なり、巧をもが勝らしく面白くな 
「で来たが、兄销ホの"ハツ I ハン 
ドボールの前に桃山のテクニック 
も遍ぜず、靴—了で义留米工大帖. 
が2年連続で.お较絕体を制んた。 

冢心た J 


切った。 

y 化巧原ぬディフ H ン K のつ 
め、誌み.の甘さが、み蟹力を化か 
せたわったょぅに思われる。(森 
敵& 
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"まごころのおつきあい"が 
私たちのモッ S —です 




あなたの銀巧 


ホツ 


化國銀が 


♦本庙お川県金お n び堤町•店舗おリ1 •富山•福井•菜京I大阪，をお屋•京都 ‘111 かお 



強し 、媛が力、 磨きぬかれた技術に裏巧をされたプレーなら、絶対に機てる〇 
谣かるイ岛椿—とユンメ •ル。 ヒユンがレに梅し涙は似をわない! 

己の殻を破れ! 


围屋 


し 1 到 UE! 


nsiaoiRiEi 


巧巧甚社:3ゴ J レス：3ア 


大販市天王寺怪上を夕日了目4 一 2 2 
06-772—2 7 7 ?( 视 
















八女子 V 

山陽女子 U 年ぶり2度目の優勝飾る 


VI 圓戰 

明 偷日、？3，県扼上 

(徘奈山日161也？基基} 

t 得点〕〔滞卜’一辰曰1、福本3、 
を眼1、南ん i 、 岡が 1 ( 明麻0 
踊摘 1、 A 與 1、 永み.1、损原3 ‘ 
渡进 3" 

幻…前半、ぶいに動きが合わず 

シユ 1 トミス、 丰ザ ッチミスが目 
立った。8か過ぎ明輪のロングに 
がし、爾上はなか過ぎから-速をと 
ポスト站驻でが点した。後半商さ 
と關のある巧倫のディフユンスに 
添上は攻めを V み、つまらない子 
K かを速攻忙苗った。また、明倫 
はポストに長身をを生かした爭と 
ちからの咸联で加点しわ。両于！ 
ムとも走りが不おしでいるよぅで 

ぉる。靑野肇) 

t 愛女 5、ら 一 2戸興 墙 
(福か)轟破} 
〔得ぶ】(境。松 f 1、が永1、 
高 • U 1、 阿部1、(じ愛ホ)お本 
2、山幡3、お川1、石の3、大 
巧を、ち井1。 

〇…雨チ！ムとち初戦'のためか 
商くなり欢堅リゴムがなく、パス 
ミス、キ*ツチミスが妾 V 、 苦しい 
スタート となる。そめ中でじ蟹み 
は大ちのロンダ、相手のバスミス 


からの速なで6点をとりり！ドす 
る。ーホ.墙は、バスミスポ多く、- 
また攻學も単調でチャン.スがなく 
パス もットとポストで 2点に とど 
去る。 

隨半墙が先取、良い化おかと.姑 
われたが、じ虽ホは.3かかを6か 
まで、1分ごとに码点、ミ点を虚 
取、墙を班昏離した。(搬逸郞。 


絹ぶ女拥. 
(熊本〕 




C 裡点 1 (紛 河) 育稱 .1、 岡山 1、 
辻ぶ 3、 森 下 日〔鹿本 ホ) 立 Kj 、 
寄旧5、中野2、お田2。 

0:•师チ！ムとも蘭始は身ホが 
かたく、パス、 シヨ！ トミ スが艮 

だった。熊本古先.聪点を上げ、前 
半 W かにて粉何のパス、ディフて 
ンスミスをつき5が'3とリ—ドを 
する。その漢粉河森下が爾嚴り煎 
半2通正にて梓下_。後平體本は、 
W みまでょく追りゲ！ムかち植を 
とりーホ巧に試なを進めるょぅに 
風えたが、残り目か絹本のおがと 
まを梢す微'がにパスろットを許 
し加ぶさか、また、ブト E リング 
ょれ敢塑を許す。，神チ！ム今ーホ 
の走力がほしい。 G にのがずが称 
に吕だった。 


羽を黃一9、 7 i ュ r 瞩高怯 

掃丢 1 忘— 3一； 〔靑 

〔轉レ社(おお)ぶお。ム、山ぶ1、 
抑帮5 {羽を第三江振2、辞木 
7、石み.5、ホ林ッ"、地ち閒1、 
岡が1、木元1。 

Q : ‘羽生ほ斬半ょり鈴本をみん 
に足を使ったパヴ！のあるなおで 
施架に得点する。一方高松は河戰 
を巾、むに得点ずるがずやスピ—ド 
におけ羽ホにお t ななかった。 

(顆原利一邵，レ 

暴資枢西2 /4 — 4 >j 県碼木去 
(磁吾)馬木) 

^稱点〕栃木女)をん1、塩お 
1、川か. 1、 相川 4 、名肆 r - 〔夏 
拇曲)义隙 W 8、與山2、小损2 
〇;雨チ I ムとも火遍带 . 一戰.め 
為硬い動きで始ま「たが、早く賴 
きのほぐれた椒木がリ I ドし中盤 
をむ-かえたがリズムのムった照木 
にがし、 ジリジリ 這棍曲が反擊し 
前半は同点で裕った。徑ホが始ま 
り醒きの 上く なった 船本 ホは、3 
ぶを連取したが廣根巧もょくがん 
ばり y か過ぎ逆転に成巧そのまま 
リードを締け嘘利を得たが、両チ 
—ム ともに が不調の彼の火き な 試 
合逼びでぅまく波に柴った畏根西 
.の 力が上まわ「たゲ ー ムであっ 
た。(孰木康慕) 

県静闹城4 f W !〇一日昭，かがお 
北(静脚〕 Ilf -5 J . C 宮崎) 

〔得点〕(城北0加藤气迅月气 
ホ^1、を藤1，大村4、均の1、 


山本3 ( 小林一目隔3、昂1、 

や島1。 

〇…城北はぶを k がなから.リラ 
ッグ スしてセット、速攻と加点し 
ていく。-方、か林は立ち上がり 
のかたさが甜ザを通して猛られミ 
スが目だちきめてがないまま前半 
を終了。後半に人っても、城北は 
相す ミ' スから述玻で着々と加点。 

I 方、みがも迹攻、ロンダと妃舉 
した。だが軸ホの拙攻、驰ザがた 
把り結おのにはワンサイドゲ！ム 
となった。{:前 W 和之.*. 


(岛恨；} 6\ク1 


県を化拱 
北(長崎) 


〔锅点】 C . 稱な V 姊瑶2、ず原2、 
邸田 i 、 加茂1〔祐推が)掉廊 1、 
f 目木 i 、 壁木3。 

3…脚半速をで稱たリードを地‘ 
を古が辛くも化ち逃げ田った。決 
お力をおくチ E ム间ムの一顿は-辟 
江のリ！ドををお拱が迫ぅおで終 
姑した。位肚保は GK のがずとボ 
ストのぅまい拉置取りで善戦した 
が巧遵なく敗れた。(お本晃無】 
県水海道 3/912 で県補が 

第二 lull 、’ ‘暮城} 

(茨城一 

(得点一(お淹遊：}飯巧1、或藤 
っ一、太巧4、诏晋添3、宮 
山1 ( 補再}若山1、水村2。 

0…氷海逍スロ]ホマ-で姑まり. 
い置なり日番めポィントがあつ 
た。しかしそのを8か間1—日の 
まま進巧、激しい践郁からペナル 


ティを もらぅ が谭点に結ヴクかな 
い。 W か過ぎてから水お適の通攻 
の成巧で本来の力を化した前半盤 
であった。接半に人り補なもおを 

ついてプレ—が.できるよぅになっ 
たが、水袍遥のディフょンスのか 
ベが原く'攻擊ボ単調にをり；ぶ 
的なダ！ム顆即に敕った。(损井 
法侣) 

整な森两7714で昭池.田 
(靑藝 1 UI マ/1 霜島) 

f 得点〕(池田〕を 井 3、松岡 2、 
ホ西3、藤井3 ( 青森，}煎が4、 
靖引1、む坂4、須雖1、.丄聽日， 
巧谷川 1.、 吉崎1 
〇…緊張のなか鼠.きが惡い池巧 
は、ボ—•ルがすにがかずミスが多 
く青森西の動きを活発にきせ 、 W 
贫までに5 io であったが，化が、 
池巧は吉井のシュ ー トが入ってか 
を强さがとれ適い上げはじめたが 
青森西のスピードボ勝り脊森凹が 
り14でリ t , ド前ずを終了。，读半 
に入り、製きと.スピ！ドに焼る靑 
森茜は署実にお点し、前半でのり 
1ドを守り切っゎ0祗£はポスト 
ブ]レで得点し瑚張るも島森曲の 
又ピ—ドにふり切らわた。へを田 

邦郎) 


を B U 


寶幸治。 ff 2 V 

(京都)11415」？ 

「得点〕〔口川)丄摇1、小お1、 
丸山3、ル r 水2 C 讓ずを)替 HI 、 
森1、思1、中霞4、ぶホ1、宮 
岡： N 。 
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© 乂崎霉煮て業採武會社 電力置計•電流制限器 I 

取締な社長渡迈和美 ？ 焉電 しゃ 戲 f 器•計器用 変成器 

き己み電盤-監ネ見刷御装置 

本寺 上 東京都お川控谦五反田2 -2 — 7 . 

電請の （4 が）7 17 1 (大巧表） タイムスイツチ 

, 営業巧札1晦 ■ 仙台•大販■に島 

__ _ _______> 

— 13 — 


〇…雨子！ムとも辨めすをぶい 
たまま即姑6な即卧 nw が右サイ 
ドかをフ王イントで切リ这み胡轉 
点、をの後蜜モをの- PT で同点。 
両チ J ム辄得点で緊酷がほぐ机、 
動香が唐帶にな、り持ちホを出し始 
めた。 U . か加砂 難 宇治の 择 口め 口 
ンダでリ t ド、直後日川も户了で 
7番が なめ得点が謝きはじめた。 
ダブルボストからの巧赃で ミスし 
た彼の述攻などで祟宇治が加点 
( W 、 W 、 の舟)した。.摧半に入つ 
て立ち上がり東平をが2ぶ姐取、 
り 川•山橋 (4 か)、丸.山(じか)の 
ステップが決まり摇極性が山てき 
た。日川•か盛がをサイドから決 
め、日川が変則デイ 7 てンスを敷 
き^かで 棄を治め SI6 、 祀れボ 
一度裝っ たが 棉い爾でミブボ化た 
りして勝貞は沈った。(ェ藤鹿夫) 


流れを班えてしまった。(果城祕 
一耶) 


られず昭和の快勝であった。 C 黃 

應秦 


縫货 f 及 


51ホ立願 U ) 




.3 一 画館ホ商 
5一目(北滴雙 

〔惦点。(神苛}窩木3、山 d 2、 
を月、巧中6、逗歡1 ( 屈韻〕 
太睁1、海道昭3、涵道元2、阻 

1、長谷 

〇…前ホ神埼は早い動きとカツ 
ト ィン、 サィドと 攻め W かまでに 
511とリ1ドし主導擺を擅る。 
これに対し函郎は長身選手め上か 
らの攻.單がほとんど見られずリゴ 
ムに乘れなかった。槪毕閒鉛に元 
気がおて風木のミドルなどで暫々 
と而点し.、 W みまでに2点差と適 
い込んだ。その後 PT 失化があり 


t 器馬；】 

(樽点〕(岐み)林1，佐聽3、 
(吉井)，里原4、鳥崎3、野口 2、 
井上3、墟试1、お井1、凹中 i 
觸韋1、黒お3、武田2 
〇…闆始早々、まホ.は範口のホ 
ットインからお点、その後もを員 
が上く動き1速攻、カットイン、 
サイドシユ]卜と禪点を霊ね早調 
な攻めを繰り'返す胁阜南を引きは 
なず。後半に入っても、 吉 ホのリ 
ズムはくずれず n [卜いっばいを 
走り まわり 一方的なド！ム風隅と 

なる C 1 聞西 1) 

昭前学瞄3、 SI 2 一"。四で王ず 
(千靈 iu —4 一 6 ( 大瞬〕 

.〔视卜挡(四天ぶ寺〕輒川1、お 

或1/被が1、ザ来3〔昭巧〕虽 

野ぇ巧斐气茹 蔵1、 昔旧 1， 

1.1 奇3。 

Q … W 東のタイ t ン昭和に姑し 
四ぶ寺は雕 © 攻學から柳 W のステ 
ップシユ[卜ををかをろとするが 
晒相の ディブ正ン K め動きがこ化 
を IJ ま-^、りシユート チャン.みがつ 
かめない。これにがし昭祐はよ.く 
きたえられた コンビネ J シ 3ンブ 
レ T で相ホディ 7 TI ンス.をゆさぶ 
り，ミスもあったが着々と拇点し 
前単をがで。睹半両チ t ムとも戦 
術的に大きな変化も化く1柳 W を 
さげて刺数をもとめ.たが劲おが稱 


网 JL 社り d ! 


商山‘) 


1變 


〔得違轟萝掏山 1 、 宮 W も 
満あ1、白井3、 . ホ上1 ( 摇を) 
與原7、謀山1、野瀬2。 

0.:踏をのかみあわをい筑紫 
•ぶ、奥原の.得点でなんとかリ { ド 
を保つ撼社だが瞬チ t ムとも凡、、、 
K が多くず[ムのぺ！スをクかめ 
ない*後ザに入っても！道】退の 
ゲ r ムで安ったがじかごろからや 

や筑踞の.'。へ . ~ス、7- G から P T 

を得て逃げ切りのチャンスも得点 
にならず巧度め PT も GK の栖口 
の好ずにはばまれ、明が總社 PT 
をものにして延長。奥原、野源の 
述絲ゴ！ルで操社逃げがる。与 I 
坡堅基) 

賴がみ 了 Y 8 I 目で化ぶ 曲携 

C 董恐 1 U 17 Y (秋曲) 

〔巧点：3 ( よ曲〕金ず4、遇藤2、 

か秘2、み山2、屏藤1、髙田1、 

(藤が}福 岡 1、譯气山巧7、 

原2、む川1、永ホ2。 

〇‘：試な開始3分1点づつの苗 
と尚チ5ムにそれぞれペナルティ 
! K ローがあった。漉がはこれを 
がめ、大 ffl はミスをしでさらにを 
のボ—ルを巡喪され I 点を先い、 
辑厨 31 i となった。ゲームの立 
ち上がり姐ッ】点差は前ホさらに後 
半へと大きな影尊を与えた。小型 


選乎ル松利のすがしっこい巧り込 
みや通攻で语点を上け黄色いユニ 
フホ！ムのぶ曲は、， K 畜峨をした 
が§の大塑理ホのホ足の是さに 
がし即られてしまった。(新井茄 
興) 

曼か柬王ぉ！ dr 脂お知 A 
OK み) lui 一嵩强 

〔淳点〕(大か)；わ橋1、を田4、 
佐々木百、芦刈5、に聽2 C 高知) 
島田2、救ザ2、渡进ミお岡1。 

〇…觸婚早々大分東は、 サイド 
シュ ー トで先取点もあばるも、商 
知建3か.サイド.シュ！卜で岡点。 
その凌、 両チ，- ム ともミスが線い 
たもの の大分 责は教実に得点をあ 
げたのに がし、 商知は/1マ]夕 
シュ—トミスや PT の失獻 などが 
あり、前半終って5点差で大かお 
がリ f ド。搔半に入っても大分衆 
は 若実に得点を垂 お！ 方 的な 試合 
となった。また、窩知はノーブ-1 
タシユ ー トミ ス、パスミスが目立 
った。(中娘武摩) 
t >2 回戟 

山跟ホ一6目 苗の 
(ーム島.} 11614一一 驴输 

(辖点〕〔出暢。中嶋2、ちお1、 

山崎3、轴田2、沖田1、大林3、 

川木1 ( 明愉〕高橘王、永井1、 

梅抓3、漉巧1。 

〇…明愉スみートよく、ブライ 

ンドをついたシユ—卜で2点先取 

したが、山踢ホめ.城力虽るなめに 

ディフ4ンスのかさが目立ち I ち 
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的に速取され前半を終った。而チ 
!ム G 技のが守が日立ちゲ！ムを 
盛り止げでいた。後半追い上げを 
酷極的にみせた明倫に、バスミス 
がけ立ちシユートまで結びつかず 
自滅。走力とフユイントめ‘ない山 
赐ホが化倒した。(千野恆夫) 

f 睹虜 An て£女. 

〔得点〕〔仁愛)化 W 1、 大扣4、 
巧川 1 ( 園み)ホ川 1、 芝 i 、 因 
邮2、呈超 S 。 

〇:’前半、国み类はコンビネ！ 
ションブレ—で動きからの得点と 
仁愛のディフユンス©つめの甘さ 
をぶ破り連続得点する D じ変は、 
すばらしいを聲であるがくずれた 
獲の動きがをく相手めカットプレ 
I や速なにあった。後キ、じ繫も 
奴蟹したが単調なな撃で長身者を 
利用したものボなく、追いつけな 
いまま罔か実の加点を許した。 

甚曆輩) 


ず：)9議 f 


網本女稱及 W 

(惜点：-(高岡)今井2、島1、 
お旧1，濟お1、野手4 C 熊本) 
な，わ 6、 楠本 3、 寄田 日、 中野2、 
舆田美.马奥田恵6、岡材1、山 
形1。 

0‘销始早々熊本女は、右サィ 
ドからの3本を含め4点連取の好 
义クート、一方向陵は、熊本の 1 
1りデイフょンスをダブルポスト 
でをめるがポストが生きずホから 


のステップ、ジャンプシュ！卜に 
たよるしかなかった。その淺も全 
くといづでいい巧どブ 'ブトヴ I 夕 
のをい巧陵の一線ディブュンス 
を、賴本はタロス、回りこみ、ミ 
ドルをどぅまく攻齿じ—4で前ザ 
を鞭った。彼半に入ってもスビ！ 
ドの差はいかんともしがた-く、絹 
本は递儘⑩ワンパス速をなどで目 
点連取、メンバーを替え余裕をも 
って臨ち巧った。(森敏郞)' 

県巧を日碌ヶ丘 
0 I lit -1 ぉ T (福蛙) 

為远(撤ヶを y 履本7、で十 
嵐1、阿部1、後藤2 ( 菊を)だ 
原 1、 節木 4、 石ザ 6、みがみ， 
地ち園1、木お1。 

0’： 立ち上がり両チ ー ムともか 
たさがとれずちぐはぐだったが、 
羽生はわ井、鈴木、地主圏を中、む 
にボ I ルがよく同り-セットプレ！ 
ポストプレ—で得点、一ち.、縁ヶ 
をはよく載くがディフュン K の早 
いつめに合いぶ叢をつめることが 
できず。袋半に人り緑ケをは橋本 
のシュ1卜で2点蓋としたが、つ 
ぎのペナルティを落とし緊張の糸 
ボ切れた感じがし、羽おの鈴.木等 
に連続将点され滕負がきまった。 
この試合にで巧生のディフ卫ンス 
と G 区 Q 藤問のブレ—が光った。 

C 凹島靖ま.) 

県尝坂西巧な u )7 强 If 
(得点〕(今を)楠橋！.•深田1、 


田中5 ( 逵根}义保泣6、裝酶1、 
奧山4、.ホ橘1、ち田 1 C 
C …両チームともよく走り前半 
は-。13で終る'口しかし後半早々 
庭，狼捏は，今治商の6番田中が負 
傷涯場している間に連続7なをと 
り勝利を決定する'。しかし度根西 
のベンチマナーは改めてほし.い。 

(.ル山巧史) 

県静岡城 — 日 r 曰大山お 
北 ふ日11 jc (山形) 

い得揖(静岡〕加離ぇが藤^^， 
乂村2、増お3、青な3 (山形) 
巧銀2、遁藤4。 

〇…がぶは素早い扭をからパス 
をつないでをりまわり快勝した。 
前半、つなぎからのサィド攻めで 
リ！ドを奪った城化は、後半立ち 
上がりつないでポストに通すとい 
ぅ変化を見せ奏功、一気に縣負を 
決めた。一ち、目大山形は打って 
よし、回ってよしの遊藤が城化デ 
ィフ王ン义の徹底したマ I クにあ 
い前サぶかでバテたのが痛かっ 
た。結局試合は、後半城化の一方 
的な走りに終ったポ、山形 G 区石 
山の果敢なプレーにお手を送る。 

(岩木晃寿) 

C 球雲艾ぃ ig てぁ江市み 

〔得点。(焼)慰の2、加藤5、 
蘇略2、氷お1、三木4、山本3 
(松江)妹居3、モ原2、純旧2、 
加茂2、ち和.3。 

〇…晓はデイフぶンス、巧撃と 


もに勝り、松狂がホの艦がを攻擊 
も及ばなぃ。晴の巧擊は、速お、 

K テッブシュ I 卜、ポストを擊と 
韩ち前の力を全て出して戦ってい 
た々 

码兰好’艾 3 - 1 3 一 水權造第 

(愛知) 玉で 日 j 8 二 

〔得点〕 (水 海道)太 旧 4 、 宮 
3、野添 1 (ー ニが)山岡.8、佐藤 

1 、 進藤 1 、毛利 3 。 

〇…前半、両チ ー ムとも固さが 
ほぐれずいい形はできるのだか得 
点に至らない。 3—3 で前半終了。 
後半に入り、氷海道は蘭始早々宮 
化のロングで先巧、ずぐに一二好も 
PT でな撃し、さらに PT 、 ロン 
グをきめ、エ導権を捏る。結局、全 
員がよく動きのびのびとプレーし 
た兰好が中盤な後水海道を圧倒 
し、快勝した。(秋永昭治) 

谴靖挑(削 U ) ァ#森巧 
「得点〕(お国)が藤 3 、横巧 4 、 
西村 4 、東 3 、お 4 、谷 1 、島瞬 
1 ( 青森}熊谷 2 、ちが 1 、エ藤 

2 、 吉崎 1 、ルを原 10 

〇:..前半、昔森西が先取点をあ 
げたが、 • 5 .か頃より者齒 Q エン•か 
ンがかか〇遥玻の鋭い走りとたく 
をなパスリ I クで幫々と加点しリ 
!ド，を，にげた。後半も背森西は相 
ホの壁いディフホンスにカットイ 
ンできず巧めあ.ぐむか—スが多い 
のにがし、岩国商は、のびのびと 
走りまわり大差となった。しかし 
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今年もまた8 W 1自から7日まで高校化の夏 
の祭典"インターハイ"が愛知県强出ホで開 
催された。ここに巧女2闽戰の熱戰の釋樣吉 
グラフで御紹かしよう9 (写真スポーツフホ 
トライフ，川上紫巧） 


tS すを厨戟-兩卿荘原对県輕注單 
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た男子 2 回鞭摆岩国封大分電池 


お輯剝西皆巧症苗宮奉 


>女子を 回齡風川爭院対藤がか 




















































0 男子 z 回戟百体在原封県松なェ 


た黄子2回戰义留米王大附属射;貴が 























































フランスナショナル チー ム来日 

全日本と熱戦を展開 


フランス十シ9ナルチームが艮本を地で6試 
ム円も巧をつで'次の n 的地棉国へと向つた占こ 
こに 7 巧郎日東ぶ•駒が体胥館で巧なわれた 
全日本チ I ム .と 仍愚將 戦の撰嫌をグラフで蹄 
紹かしよぅ。 























埼後まで頭載って誓燕西め禪闢は 
すぼらしかった。(恶城紙一郞.〕 

府東—止門^ 丫 

(礙点〕〔奉を沿；一狂口 2,頗2、 
中お日.、玉木1、言岡1 ( 首里〕 
鲜木1、平段4、茄納1。 

〇 :両チ .— ムとを立ち上ボり動 
きボ鈍く、首地はスローホフ如秒 
で歸木がサィドシュートを巧め、 
をの搔耐チームとも得点がなかっ 
た。當をは半なを中、むにボールを 
烟し、平良が：ミドルシュートで加 
点した。一ぶ、泉宇治は単閱な攻 
めでミスが目立ったボ、後半なめ 
0コンビネ]シ3ンがかみ合い順 
調を加点ができたのが腿因でを 

る可寂本冥一) 

巧埼趙ぉ (nv 1 程野 f 
〔得点〕.(を义)商木 1、 香ぉ 5、 
田ホ2 ( 排埼一中嶋日、木巧3、 
烏瞬1、青柳3、モ駕リー、林1、 
异麗 1- 

0;.,極乎 t ムとも K ビ J ド不足 
.で。ハス.ミ'乂、シ.ユートミ又が多く 

盛り L がりにおける。 前半化皆 ま 
で 4!4 と一遐一退から神埼に速 
なが2本成なし6 4で前平格 
了。禮ザ開蜡睛徑巧埼は，堪蔬で 
PT を？ 本裸め爵 西に寺：つ。 一方 
が泉は'、ミドルシこートをわらう 
けれども バ！ に当たり G 区の がプ 
レーに潰半 U か势玻できず。神埼 
は速攻ミドルと焉実に加点し勝利 


を得た。 

長ムロ夺 7 f 5 — 4一 略新濕江 
県をお il 。！ り"、お(新潟) 

C 得点〕(吉井)江原3、-站輔2、 

賢 U 6、 井上1、渡辺1、む姑1、 

出中1、黒が1、武田1 ( 新潟：？ 

お朽5、お井1。 

0;牺チーム立ち-^ボり、決み 

ホを欠き点をあぜることがで.，きな 

かったが、な南•お巧のロンダシ 

ュトが決まり得点をあげる C 1ホ、 

吉井はノ—マ！タシユ I 卜を7本 

もはずすなどミスが目立ったが、 

：2：か過ぎからが々に追いあげる。 

彼半に人ってを南攻め勒れず得点 

をあげることができない。吉ホ快 

化手ミスから迹玻をかけ点基をに 

げで.勝った。〔九巧秀ぶ) 

唔挈院 8 (lu 了讀 

〔得点〕(巧卷：> 山本3、が藤日、 
佐‘藤1 ( 昭巧)星野7、甲斐日、 
巧藤3、吉箇4、 . 石毛1。 

0:;試を辭掉巧々昭和は、ホ速 
をでサィド、ポストを多彩になみ 
4 i 1とリ I ド'"^ - ち、巧發も.6 
技の好守もあり' 述欢、みブトィ 
ンなどで.ょ，〜おり7 ■ — 4と追いす 
がる。そ⑩樓昭和は、を野の.巧ぃづ 
(ドで加卜 M し前半 W —5 で祕 r 。 
後半に入ってち試み巧者の昭和は 
着々と加.ぶしぺ r 又をつかわ。特 
.にポタト、サイド、ホットインと 
なおの骗はにく巧營のディマ.エン 
スを苦しめた。巧營もが®の.‘ソュ 


1卜などでよく硬.張るが、残念な 
がら勝利を供るにはち.もなかづ 
た。化巻の健闕をたたえたい。 

'.を山 幸を) 

Ifll) 商器 U で si ぉ 

〔得ぶ〕(総社)奥原 3、 大森 1、 
郵瀬1 ( 小お)ん I 井1、糸お 4、 
吉田3、化山6、を口 L 、 池苗.1、 
千巧3。 

〇…両チ！ム動章の遷い立ち t 
がりであったボ，小 お：；^ サィド、 
ロングと得点を重ねた U 総社の玻 
撃は中央に集まりチャンスを作る 
ことができず、薇$避より点差 
が開くと同時にみ松の動きがよ-く 
なり大きく主導樞を握った。(义 
お田龍治) 

茄 If 為 M 替藤がみ 

〔得点， j (夙川)楠旧 5、 髙岡 6、 
米山1、擒本1、短崎1 ( 薇村) 
比田井2、福闕1、柳井2、ム；田 
5、 原 2、 小林 1.0 

〇…前半は藤村のロングな擊に 
て主導権をとり山旧 Q P T が2本 
と波にのるかに思われたが、夙化 
も値巧、高岡がすばらしい走りで 
t ^ 1 7と问点までちちこみ茄半を 
がりかえした。镑半に入-な、驚が 
柳井が述攻で決地ると巧川も高閒 
のカットインからすぐさま同ぶと 
し 一 遇一巧-となった。か過ぎか 
ら扔も2点差としたが鶏おも王 
1巧張つてくらいつき，終了まぎ 


わの速攻で1ぶ差までつめよった 
がついに時削切.れとなった。好プ 
レ ー の多く見られる白熱したダー 
ムであった。(横井保信) 

1麵靖里刊おじ県た— 
〔得点；！(大な)佐々木4、芦刈 
6、蟲ず2 ( 名短)渡辺2、禍短 
4、高顯1、長谷川4、城 S 、 典 
が3、商攝1。 

〇…前半攻守に勝る名盧がの- 
方賊な展雕であった。8分别秒ホ 
み東の退摇のすきをつき加点し余 
裕のある試合嚴關をした。後半に 
入ってち動きは黎良ず終始をリま 
くった。対する大分東は名短がの 
速い動きにディフュンスがずりを J 
れず健闘むなしく破れを。(造由 

まを 

▽ 3 回戦 

山陽ホ市国が巫 

〔得点〕(山腸)中嶋4、佐々木 
1、石困6、山崎も.沖田1、大 
が1 ( 厨分.)芝1、义木西1、室 
屋2、离お2。 

〇…關始早々窗か棄が先制点を 
あげるが、を.の镶は山踢ホがむ田 
を中むにロンダ、速攻、フォ .i メ 
1シ i ゴン‘で得点を重ね浸位に立 
つか彼半ち前半と材じぺースで試 
合が遮む。両チ——ムー兀気によくを 
り、好感の持てる試合だった。 
广ん山お一を} 

辭本語里門 W ) 日 I ^ ^ 


〔得点〕(照本)立む4/桶本3, 
寄田 7、 中野 4、 奥田 4 ( 羽年。 
鈴木 1、 む井3、ルお 1、 地卞窗 

1、 木一兀1、坂木2。 

〇..: 離ぶはきびきびした ディフ 
ょンスで羽生のポストを#^全につ 
ぶし、 フホロ 10良いキ ー プカの 
あるボールつな)なから速な、ステ 
ッブ、ポストと多彩に玻め、 U せ 
過ぎ9点遮取し勝負を：がめてしま 
った。羽生も鈴木、石井、地主閨 
ボホからのシユ I 卜を打ったが、 
熊本 GK の堅窠なずりでなかなか 
ゴ I ルを割ることボできなかっ 
た。熊本の巧さが目立った。へ澡 
敏郎 .) 

風•摩根巧げ巧パ丫娜^删 
〔得点〕一、唐お)义保田 6、 ハか口 

2、 浜野2、奥山5、小曠1(城 
北)化藤1、望月2、大忖4、青 
島20 

〇:’ 両干]ム とも 1 — 5 の ディ 
フユンスからきびきびとしたプレ 
!を展關したが、义保巧を中、むに 
落籍いたな擊をした彦棍西がリー 
ドで試合は進められた。しかし、 
攻擊のリズムがもどった城北がジ 

リジリと追い上げ、7-7の同点 

で前平.を終了した。 

後牛に入り、攻撃力に勝る彥报 
西は速な、セットと多覆なホ擧で 
着々と得点をあげ、攻めあぐむ城 
化に莲をつけて終了した。(新木 

破藝 


— 1日一 


得 [ 造.酬 
U 巧島 1 
0 前地 J 
4 义保町 

1- 嘗口 
1龄掛 
2與山 


にが’]得 

CK 權 pg 

世掠0 
] 占掃2 
を燕0 
1ぶ酷0 


3か橋皆 F , 松川2 


0 川 
0 に 
リ辻 
0 H 


を卑川〇 

^ 毛利 1 
精ぶ 2 
都窮〇 
虛洞〇 


II 


11 <3) P T CO) 7 


先進のテクノロジーで未来を開く 


特殊鋼鋼巧銀銅お蘇銅品 
帯銅品工業が•機器•その化 


^大同お殊领 

六、化難補1を朴卓狄而正端 

本利；：デ4日0を古昆巿や控ま帛 I — 11 —[ 8(興銀ビル ) 
電言 S (日日 2) 2 DI ^ 5 III {太 ft 表) 


えなかなか惜点できず苦しい展那 
であった。3か、韶本女商が PT 
を決め庞補点を苗げリズムをつか 
み始める。 4 か週ぎ号度は山陽ぶ 
にエンジンがかかり速歸'。ゴ I ル 
決める。おおい ホィ ドな學ボがな 
く、ポスト だげ沮ぅ適 面が多かっ 
た。 

後半、互いにチャンスをも0に 
できず-遥 I 退の戴張したゲ！ム 
で基った。な分過ぎ山螺■石巧の 
カットィン シュ^^卜が決まむ、山 
贈のぺ IK になった。最後まで気 
进のあるが感の桿てる試合であっ 

.た。華巧空) 

曝庭暇西ぃ"}7県一1一が 


〇… I 二が•山岡のシユ >卜で先 
取点。度报两もあ山のロングで同 
点となりをの後 I 避一退の無防。 
前半は日 t 日のスコアで終丫。後 
半に人って I 二巧のパスミス、キヤ 
ツチミスが目立ち速跋を評す。擅 
値西は括いパスで1 գ 好のデイフて 
ン K を崩し、 PT を得て如点する。 




県 ご 一好化訂 unu 晚 
(抑点〕.{:魄)加聽3、燕崎2、 
冰摆 2、 |二木 3、 山本 3 (’II 屏) 
岩滅 1、 山岡 J 、 控應 1、 松 
を利2、橘本 ！？■ 

0 •:關她簡抬蜗が特点をあげ W 
が ぐら. いまで蛇の ベ] スで進んだ 
が，二♦ががおを蜡い始め茄れが 想 
った。また、.-一好の山岡、橋ぶ の 
両選手がマ—クされわが、骑のデ 
ィフ & V スが雖くなったところを 
鹿め昔々と加なする。 

接半、両チ—ムと起敞しいを防 
が揣を」-.進 一 退のゲームとなった 
が、嗎が搪々に追い丄ぜ終了 2か 
前1点蓝としたが、 一 一一好が PT を 
決めで雌利を手中にした。隅チ— 
ム Q 艘閱を譜えたい。(毕呜思：} 

県お国.商里誦 U て祀卖1 
C 得点： '(岩 曾伊漉日、横田5、 
乘3、角3、 が 2〔先す治}が口 
3、森王、原2、中搔2、玉木 d 、 
富崎1。 

0 …肺半4か蜗まで両チームと 
も斬 4 J が惡かったが、棄宇治が運 
梳3も：をとり活気ヴく a しかし、 
岩国も3点を運取して尚点、ここ 
かを I 遮一退のゲーム展細、前ザ 
はお国 2 点リ t ドで 終わる。徑半 
に入って勘きがもう-.つ©鬼宇治 
に比べ赶盧はステップ、迸ぶ，。、 
ドルと加点し、点差をにげ試八口を 
決める。後平にんっても動きの落 


ちをかった总国が試ををものにし 
たク(九旧秀火) 

^ミホに ( SU パ丫巧埼農. 

〔得点〕-神埼}な木4、香月4、 
巧み1 ( 吉ホ}化原リ。、鳥晴2、 
酵口1、井 hilNl 、 もホ4、おお1。 

〇…立ち上がり.日かはホホぶボ 
スト玻擧にディフ Tt ンス'のがい耶 
埼は点を許.す。逆にボィフょンス 
が職る十口井は、( I フ述戒気がか 
らセットへと.巧り®え加点する。 
しかし、神埼度もホ擊をぁ童ら& 
ず、ぺホルテ < に持ちをみをおに 
臘.ぅ。後半、帥埼は吉拌のた層に 

マンツ{ブン*デ{プエンスでく 

いっくが、 一歩 妃 ばな加った。両 
子 1 .ムともん止力で戦っているをは 
索鳴らしかった。(永町裕卑〕 


4/? 


晒和巧臨 


-r 


61 芝 


県小恥商 


〔得点：(昭和：}皇野 6、 ず輩 4、 

S 溜3、ちを1〔か悼}山井1、 
ホ山1、池辑 V 】。 

〇… 前半、昭和学院がスピーデ 
ィな動きからの々ットィ ' N で宁ザ 
ンスをつかみ-甲斐-‘居町の活捐 
でり—ドする。-方、小悼翻はた 
ット攻整がスビ t ドを化き、得点 
チャンスが なく 戰。彼ザ、かお 
商やや見が動き出したが，攻擊が 
が調でり"点に終わる。昭お單院は 
動きがなく、星野のロンダが決ま 
りりードをなげ楽隙、 W 分遇ぎに 
け巧華、晶野をホませるをがを見. 


せた。(疏遮郞 ； J 

〔拇是(妍川> 新 HI 、 髓机3、 
窩岡1、お山3 C 為姐が)滞ぶ1、 
稲涅3、商顯2、長各 W 9、 城1、 
奥村2 り 

〇…前半 W みまではち嬌•長な 
川、 坑川 •植 田めな 躍で 414 と 
思巧にやっていたが、のかから名 
短■民谷川のソンフェィント、ゥ 
ンドリからのシユートとロンダシ 
ュ！卜にて差が凹た。後半に入っ 
てもを婿のをりは止まらず、巧分 
問無巧点に妳さえ-方的な披閒と 
なった-雜盤、’巩川もホんのロン 
グシュ I 卜で頌眼りをぶせたが、 
化ばなかった。お一带忖のスタミナ 
横り S かまでは東 晴らしい ものが 
あったボ、後5分妇気力が撒し 
い。(お，を童 KD 

〇理々決勝 

山踐ホ賴本み商 


1 —I 


得00 U 1 20110 u 曰 u 
材田方む本の骑菓惠が主腊崎 
も； 田.£：： 

牌前裙立楠寄中典ぶ闹江山山 

区 PF - - T 
G も适下唯 j P 

劑 U 进鹏木旧輔旧お：リ 

じ山ち中佐石山池沖大捆川张 
得円0 40 2 UOO 40 UO U 


0 . :前半‘両チ！ムとも固さが風 
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4 な ） PT Co)15 


日 (1 )P 了 巧） 8 


得〔名短佈〔昭和]得 

指贵 i 却 i 點 


川; 
5渡辺'1 
3稲お 
2巧 


星野6 
甲專5 
為藤和2 


4提谷川脊田〇 
0成田； FP / を藤智〇 
"一一—ミ衞4 
ルお0 
迎凝〇 
稱 口 0 
馆を U 


。洒囊お 

3奥が 
〇高價 
0山て J 


m 

審 

大ミ 
塚域 


17 ¢1) PT ( 日 ）17 


ひ•と•つ•の•窓•口•で 

ダがヮは、倍託を併営するユニークむ銀巧…。 

預金、倍託、企業年金、が形、不動産、外圓為背な 
ど、ひとつの銀行で幅にくわ取城いし、ビジ本スや 
轉らしにキメ細か L 、サービスをわ而けしています。 居託た 



おなたと明日を 


大:巧銀巧 


00 


g 口逝幅木田蜡田出林川太.中 


に山炭中を石山池冲大 W 川驻. 


K 

J G 


S ) 


—3 _TI>— / .HI— I- 1 . . . 3/ 

g 島川辺吊视 W 田啟ホが橋 


短 


巧飄城’ 


g ルち醒辄窝長成御简お高 
沿〇 〇1〇11〇 〇 〇 〇一-一 〇 


W の 义 タ ミナ がなか つ た点が惜 
しまれる。'饰チ—ム3甫と G 広の 
叢姐応别な見応えが患った。 

(岩本满寿.) 

V 決應 


山奪女ぶマ—， 


名な農 


?，森 Q 選抜めクィ. 3ン山陽対 
ぶ大な學々決腺で一度死にかけた 
地元名磕がとの軟いも、本産3 
度目のが決であ-る。輔半1かが紗 
山磯が先取しが調を淵り化し。一 
方山陽のず備にすを魏くお短がも 
6分に得点し、やっと本來の持ち- 
味をおすも山齡 G K 山 口のを守に 
をい昔戦。山陽は通い靖陣と堅固 
なずりで終始ち拖がを库測、中-酷、 
ち田、义がらの错りと盧彼ある走 
りが化った。 

槪半 H 1 1かを名姐巧はポ K 卜 
プレ I を多巧して2点述取。しか 
し、化然として山櫃のぺ r ス、最 
搂まで勝貧を挪てない名短がと7 
人全国でプレ—する山瞄のをは、 
本太会を觀めくくるにふさわしい 
もむであった。こ二投慶庭〕 


把揭点を莖お、同点に追いついで 
延裝戦に入る。 

延長戦両チ t ム点をとり报，丸を 
がして-攻撃したが持延おになる。 
誰2延長も両チ—ム集みぶに欠け 
ることなくぶ巧に戦い、結局腿员 
がつかず PTC に入づを0 PTC 
は210でぉ蓝せが勝つ。両チ！ 
ムレ」も良く戟い.、さわやかを印象 
を与えたがゲ—ムであつた。' (尝 
來聖之) 

▽準ま勝 


山 


礙もに訂 u ;^) 9県唐お西 


得006012 000000 

g 島地田口野山幡口融森出國 

蜡田柯乂；か鸦舆ル川にホ吉三 

S 马禅-觀製 

g 口迪晓ホ苗崎 E 巧林川ホ中 

に山某中おが山池冲大柜 W お 

ffiuoo 7011102000 


脚 

T 

P 
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G : ‘連円のゲ]ムの康赏からか 
また、毕か腊という翁のブレツシ 


得003 il 20 1 U 曰00 

的原廳原睹口上遇井中固山が 


川大鹿江尉骄井被石而燕香小 


広 

G 


苦，麵 


-♦秋山} 

站川み雕巧村 本本岡部 

心^佐 東ち掉 

げ宇がが操西 作森鳥ち 

货〇014211 GUQuo 


S をはを半スタミナをなくし、フ 
リ^スロ ] で点をあばたにとどま 

った。(趙永雲') 

県岩国商9(門い)8県ま井 


0-: お固稱は2本め PT で光斤 
しで便栖。ま井がや盤ノ I マ—夕 
のミス2本と^1,了をはずしたこと 
が一層若国商をを利にした。後 
半、措国商も战舉に被め手がなく 
なわ吉ザの反をに舎うが、同说に 
までは幸らなかった。(械井促信) 


^::い口昭お学臨 

Im -2 、 

2. — 1. 

2 P T G 

〇‘ . .前半スピ I ディな動きの名 

蟹かは、多皋なプレ！で靖窗、長 

宵化をすむに得点、昭和も巧婪の 

プュイントがよく到れ 、 P 了を誘 
い得点するが8 —4 でを趙忖リ E 
ドで邮半終了 U を半にんりあおけ 
ディフュン K の孔れをついて着变 


諸 f 


ャ J からか、両テ]ふともプレ - ^ 
のきれが恶く、チームむ曲車ち合 
わずミスが磕お、苦戟となる。廣 
り2かでム徽女が2点を邁取、摩 
披两を突き離す。(小山賴史) 

お古屋8/。 

短大せ 1 VWI -3 


背賀蠢商 


得〇 0 2 4 4 5 0 0 21〇 〇 

1 阻湘|#! 


がち渡稍闻お成涵现高山 
/ I ,- 1 

-広 


巧.ザ！！ S ) 

pf 衬活— 本本 S 

げ宇松が糊巧 作森島言 
淳 -0 OOLf 5 2130000 U 


S 

1 

つ， 

X 

>[ 

T 

P 
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〇:•お声援を背にした名庶がは 
終邀哀えね走りと守りで粘り強く 
追擊した岩国商を卖き離し V 怯勝 
した。 

試を閒搪菌後、快調に突っをる 
を强がにがし、岩商商に持ち味の 
しぶとさを遺幢なく発揮して試含 
は辕迫した穂相を里した。後半に 
入っても突き離そぅとずるお姐か 
を追い、のかまで巧 tu の接戦を 
廣關した。とこであ垣が*補なの 
原串なカットィンで3点.盡、さら 
にな好補垣おゴールぶ隅にロンダ 
シュ I 卜を與きミムし、これをき.っ 
かけに組局ち短せは6連攝稱点で 
職なを法.也た。 

戒れた-お罔癌は、よくお患行け 
スピ—ドに'ついていったが、巧り 
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フランス’ナショナルチ—ムを 
迎えて、七月‘て八自かる1を日本 
の試合を音めて6試苗が、太臨、 
横お、召古屋、窜宗、徳山、結原と 



(了パ巧リ-大熙が捧宵辑.) 

演永#楽が(りしけ一 St フランス 


沿 U 〇 3 7 3 I .P り U 21 ぶ一 一の 

り【ル H ネイ ィ心 ルタルンー 
^テ1 - ャ 
ブ，レキフリ寸，ホコ十 


レ 、‘ リル ‘V 
パモシザ古ジぺ エタ ニべデ 

强審•細埋 

別•城藤上齡稍本棠川田本田昭 

太井池牛破藤去中巧松原糧 

导〇 u 7 了 4 ク T U DC-t i 〇 


訖戰して巧なわれた。欠々のナシ 
3ナル稱とあって啓地とも熱っぼ 
い拭音を展開した。とくにを曰本 
チ—ムは、アジア予選を搜えて激 
しい闘志を槪がしてフランスナシ 
3ナ化于 I ムと対ま、 2 滕 t をけ 
とが結輿を収め五賴への道に呂信 
を深がた。 

0第2戦 

(_7月曰‘损お文化体育館 J . 

辛 B 本里.門 i 一。•フランス 


辱-:: 5 〇り13 1 3 2。。〇 2 3 〇 
ルル ュ王本イイ ルン ラル ル 


ロテ 


口、 


パ【ダ牛？わなシコ八 


壬か.' 


ブメシかん」 ジベ クデニべエ 

K よ 醇‘止义保 一 
]G 「己每北井一 

生本驗上寶井山村口 
^ 開ノ 
化大共補中化池盛お西高西 
巧〇 U 5 1 2 1 G 21区2 Q 
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下一 

P 
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韓際公ぶ試な化場侧巧を講え、 
誰靑夕ぅブから表彰の衆誉を语け 
たミスタ [ (ンドボ^ル•蒲を逼 
手ち攻ずにわたって火が蜡し、 
観梁を魅了したが：ゲ]ムだった" 
立ら上ボリ、茄ホーを中、むとした 
中本.，を駒、池 Lf 若賀、西山の 

-でイ；，卫ンス •ラインのな撃もを 
巧獨巧、マクスチームが請る、 
，シエホフロイ、ガフ.て、 シキュの 
T タツカ； を中ム とした、、、 ドル 了 


タッブ贼をの晋 M を誌んで、カウ 
ンタ！パン于をちえた防御は觅畢 
だった。 

この蒲生を細にした、-声と動み」 
の迹けいプレ f めリズムは，を寧 
の面にも現われた。前半3対1に 
した^から下への.ジャンプシユ . ^ 
卜 。フラン スジ エホフロイの 崇蛇 
なジャンプシユートのずぐ苗と、 
ダイホ、、、ッタな勘きから切れ味の' 
，段いジャンプシユ：卜で、すか香 
ず W が4にした執なの得点力。円 
本の H 1ス * .アタッカ ー . 洒山へ 
の鹏.妙なアシス」-バス.、述な、セ 
ット0ゲ t ム X 1.ホ t . 等、ミスタ 
! •蒲牛のプレ！は、さすがお巧 
の蒲生を感じさせる素怖らしいダ 
レふった。 

後半に入^て.も、ミスタ！ Q 勘 
きとな術は依然として衰えず、な 
かでも、ゴ f ル前巧 m をの•地点か 
ら K ピードの毁化で齋いて相キを 
かわし、廣いを鬧から打にの.道を 
ついて得ぶした^::点目は、正に一 
級の芸術 n 刖だ r た。 ’ 

フランスチ J ムは、来日早々の 
対撞お戦に続いての绩2戰目、時 
弟.ボケと 疲れの 為か生 おがなく、 
そ Q やで、ジ丈ホフロイ、ガフ 
ユ、新進似左のベルナ t ルの蒙快 
なジャンプシユ！ 1，！は彼等ならで 
はのも巧で时にが-鼠に裁った。 

能に.て、を昭或睛晋が祀を眶る 
新ホド T 本ぶの前遗伴々四船出を磕 
じさせる I戦だった‘ (化 川.') 
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v 第6戰 

.(7月如り•觀沢ホ育館」 
全日ぶ如 ( mu 您如フランス 


第1戦の蜡換では大差、名せ壓 
では引き巧けと-一一戦とも全く違っ 
た展離とな「たため、両ナシ三ホ 
ルす]ム共に卵3戦にすべてをか 
ける様子がぅかがえる。前於で巧 
なわれるビッダゲ—ムは、モ义夕 
口お輪卞遷な来のことで館内は义 
々に盛りあがった。 

試ん'口は、フランスの早いコンビ 
プレ！で始動、高ぃ滞を巧間を十 
みに生かして、常にポストィンず 
る2ぶの葉手に陆禦が制を読みな 
ボらおの.よぅな-パスを繫ぎ先取 
点、そのが一彼、.を円ぶもサ ， r ドか 
も-銷待の酒山が切り込んで返す P 
ス Tit ホフからも熱の掠相、中 
盤、をして後半とどんなに盛りち 
がり、素幅しいゲ]么展酣になる 
かときらに大きな迦待がよせら 
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癌ん夕〕輕部り、中村〇、誦品 
な、太を3、祠ヶ潮〇、麗み3、 
两山3、宮本り。 

V 第 4 戦 

〔7ち进 U * 挣鹿ぶ睐ホ！：！：^:) 
フランス里™;! £) 班本坦巧妍 

如 


全 U 本との-部2戰にかけたフラ 
ン K の腊利への息被と、墙兀ぶ巧 
中也の > ン.パ t を組んだり本チ T 
ム◎閱おが、ぶクかりあったゲ— 
ムは、スリルや H 丰サイティンダ 
に富んで、尝墙を埋めた- TI の 
觀衆を.大いに楽しませたな 

德山タラブ、本田技師戟で调子 
を上げたフランスは•こ Q 日もコ 
ンディシ3ン上々で ゲーム に臨 
み、轉に太抱のがフふ、ジエホプ 
ロイ、バルホ]ルの廉化なシユ— 
卜がか々と辨まって好スタートを 
切った。 

これに姑し日本.が、盛 i 戰の.ス 
夕 t 卜脾化よ弓なロンダシュート 
に対する票早い詰めと、これをフ 


の.足い疵御は、な黯にも影響し、 
アッといぅ岡にをち - H がり H 対3 
とリ！ドされた C 

しかし、ねばりが巧した： n ぶ 
は、巾盤な降じりじりと追い上 
ば、一時は巧点としたが、この-中 
で絕好慰述攻のキャソスを3度看 
逸し、銷局前卡3点 QT へットを 
許した。 

後半に人って涂々に調ずを上げ 
た n 心 A は、巧か、ついにな宿め課 
頸であった追い L げ速攻から地兄 
$め身を相したカットインブレ 
しか決まって；の厨ぶに齋ぎ 
肴けた。 

しかし，フランタがこの一機に 
かけた蝶利への執-怠は壤まじく、 
またたく鬧にお iw と‘再度リ I 
ド、だが a 本チ！ム'苗地元大同黏 
が上く頭おって槛半现か、巧 
の对ぶコ了、会場ほフランステ—- 
ムのエキホイティン：ダなゼスチそ 
t と相煤って興幫のる.つぼと化し 

ち 

このょぅな髮进したが流の中 
で、 GK 大灿のが部で柴敬なキ[ 
ビンダとアタブホ；エ！スの'南山 
の巍く拋り通るフてイントシュ] 
卜、剛願にまかせてからみつく夕 
ブプレ（を起り切って见播私しい 
タフホスプレーがホった。このよ 
うに3が対スコア、引きかけた徵 


オロ [する守りの逃けいザレ[がしいゲ t ムめ中で、搜椒かつ'バリ 


見られず、彼等.汹谅のままにシュ 
1卜きれてゴ1ルを割られた。こ 


フルではつらつとした两山のプレ' 
3振りは、新主日木の新ら-しいス 
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フランス戦 
を顧みて 


攻防のミスの減少が五輪への道 

を日本監督巧原則之 


今年の5月.、顆奸としで就 
巧し、瞥ちに nl チンダ K タツ 
フを含めたナシ3ナルチ 3 ム結 
成へと作業を遥めた。新しい于 
T ムの拽命は、ロサンゼルス ■ 
オリンビック 化墙で宰る。 ナ！ 
ムにとりて、がフぅンス•ナシ 
3 ナル戦は、 アジ T で選诵過の. 
ための H 史を知るための拋がの 
賴会であったといえょぅ。 

7 巧け日 Q 梢病でおこなわれ 
わ第1戰は、フランステ—ムが 
時盖(約^時誠^の脚幡で当ホ 
[ムの実力をがるととは、でき 
なかったが、目本 チ！ ムは按蜡 
成防にリ I ドしたことは、特に 
若手遗車にとって、好稱駭で虽 
ったといえる。しかし绳3戦の 
をホ语大遮は、フランス于 1 ム 
の時産の醉消と S 本の'祗度の赢 
い気指にも消れたことや、ち古 
犀大金な前の槛山クラブ、本田 
お研の。一試合にょっで乎[ムめ 
調でもお-がり、好ゲ—ムが醒開 
きれることをず想しでいた。し 
かし巧本チ E ムの若手殘乎の背 
成は.、今褚めチ]ム巧りとして 
不可た.なものであり、巧を果さ 
せ、予掘适リのがゲ—ムとんんっ' 


た-この第2戟かをみての課聞 
は、シュートミスが H なったぶで 
あり、今後1点を播さ攻防に対し. 
で辭消させなげればならない点で 
あることが指搁さかよ弓。 

を京大查は、両チ r ムにとって 
の法若の場であり、ブラン义チー 
ムは特にを坦-晒で多强多様なプレ 
I を械盛してくれた□しかち 1 な 
を争ぅ攻防でぉ-ったが、地の剌を 
ホかして馬抵に引き雕中こをがで 
きわ。 

が フランス 職を顧みるなら.ば、 
結成してまもを い：！！ 本ホ I ムは、 
今次安によってず後子 E ふとして 
あるいじ理手個々のプレ]を偃お 
するよい機金であったことは、い 
ぅまでもない。 ベテラン ぷすを 中 
、4に、巧い選手が一.陛奮担し、バ 
テラン集ホの-域に违してくれ.るこ 
とが、于 t ム全ホの向上に嚴ると 
考える。また a 髓 Q ことながら、 
さきにもふれたごとく攻陆におけ 
るお敗を典なくずることであ-り、 
ホぎな課題となる。 

われわれは、チーム巧成はもと 
より-相ホ于 J ムをも研究しなけれ 
ばなをない。ブクンスチ！ <が日 
本遇距猎、歸巧に爾り、韓国ナシ 


S ナルチ r ムとが戰するという 
情報を植み-、いにもがブラン 
义戟の試をを強化都長、コ t 于 
ン'ダスタッフと觀鹏ずること.が 
できた。 

韩聞チ—ムは、若いチ I ムで 
は患ったが、基本ブレ t に真に 
あ実であり、稚突なこまかなパ 
スプレ I に饋るボストブレ^ ^ 、 
ずり.からの述い攻め、守りの图 
さは、みならわなければならな 
い巧術であった。 

璃化の靖国はスポ—ッに対ず 
る巧破が遇んでわり、国を举ホ 
てのスポ I ッ熱は驚興で友-る。 
われわれが寫職中でのが2戦は 
テレビ放讓が患り、2で人収容 
の-できる梓智飽に抽1で2千人 
の撒皆を集めてのゲ 1 A であつ 
た。ホ ッヵ I ， 弊球につぐ人竞 
禪目になってきたと聞いでいる U 
脈ちを左をすることは、む、披、 
体に秀れ ていることは、 姻 誰で 
あるが、スボ I ツをおこ'なさ捕 
会的巧思をも加味されるもので 
をり、今後ロサンゼルス、ソゥル 
両ホリンピヴタに対して避靡拭 
チ—ムの成長は、太いに謂待で 
畫， U 本子 t ム .としでは予觀を 
許さをいが抛であるとちえる。 


れ、瞬間のドラマに擬报させられ 
る0 

5分経過で6封3と日本疲位に 
立ち、精いて郁生のフふィンドか 
ら.カットィ；バ する酉山に終いで 7 
巧 4 とり]ドは质くぶその後もを 
韵の ロンダな どで' 2 対 7と 調子に 
粟っではい'るが、をれでもをい下 
ボもブ ランスの 闻い攻單に巧閲⑩ 
迎蔬である。 

ここで大きく氷をちけることが 
-出来るかと思ぅシ I ンが再 11. あっ 
たが、賴念なことにミスパスが輪 
き、逆に迹攻でおンタ—巧'破さ 
れ、2点盖となる。しかし、牺姬 
る全日本も辿/上が PT をかめ、 
またまた 3 点壺と突き驰すが、 

フラソスのゴールエリアが おを巧 
みにおいこなす商度なボ]ル刷を 
でバル十 L ル、ニコラに昭点され 

1 点蛋。全日本も滿至，お戰、 
をして巧山と流れる掠なバスブ i 
クで2点甚 をつ ける が.、を. の- 淮ガ 
フ1に rT を法めをれ、その差ま 
た1庶に詰められて前半を毅了す 

を- 

搜半に人っても力呈をれる.熱戰 
は掘く、を n 本は西山、地ノ h 、 
を阐、蒲おとそれぞれ刪性をホか 
したシュ I 卜で 得点を喜わるが、 

了ランスのエ — K 、ポフてボ靖魏 
をシニ I 卜と巧みさとを十分にお 
かして、阿と W か閒に日点述橋の 
大活婿で腺被の巧ではをく：おかと 
なり、新巧は益々わく。をして、 


残り U か视砂で3苹⑩シ丰ュが力 
ットィンしてのがのとこ.巧試合初 
めて间点となる。 

をめ搔も撒しい攻防は湿くが、 
语点に間びかかず、ようやく 3 か 
褚、強引に述耐がロンダを決めで 
全！！ 一本が It 点リ—ド、さらに蒲哇 
が連磕得点し、 PT も決めて残り 
W 社では、 .2 点基と『を U 本がリ 
[ドする。 

全：！！本ベンチは倭ホに人って当 
たりに当たるがフにマンツ]マ 
ンを とり 版底マ ー タ、をの後フラ 
ンスも丽ををブータするなどベン 
チの策も化しくなる。しかし、化 
手をがった 全：！！ 本が勝り、磯り相 
巧の褐点は W が日と 4 点基、それ 
がそのまま勝負を法めた試をだっ 
た。 

いずれにしてち.、久々のナシ3 
ホル牠で屬恭も溝足化来た試をだ 
「たと思う。と同辟に了ジ了卞灌 
を禪えた全 y 本にとっても3戦し 
で'2離1分とまずまずの出来-で鼓 
り、この試合のお嘗をきらにかお 
して、ず惶に生かすことは必をだ 
が、只一つの開題は巧さであろ- 
う。 陆駕に対する突破山の可能性 
は出来つつあると感じたが、フリ 
1スロ{ラィン.の外側からのシユ 
t 卜、をの位麗からのバス、をれ 
みらの處銷にがしでどうが姐する 
のだろうか。それらが人赏へめ度 
い壁で.あることは離でも地雜ホ來 
る 0 だが"(川 t.) 
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-九-公二巧口韓ヴご| T を流兢 
搜なは、 S 月 W 日、如白の同 R 、 
垣立能涉墙第二悼营髓を中•むに8 
揮 g め嚴巧に戟觸を锦〇広げた。 

C y ドホ t ルは1辟-中すぶ接肯綺 
で巧なわれたが、薛国が岛ホとも 
圧倒时を壁みをみせ B 本チ]ムを 
おせつけをか「た。 

棄京代表は大差で敗退 

け U は靠ぉ化ぶの巧で、日体を 
原、ぶモ藤村古 r がが戰したが' 

いずれもダブルス コ 了に商たない 
火華で敗れた。 

巧すは、加始毕々東おが黒巧い 
動きからサイドを.なめて P -^ T を 


得、ずかさず黄約都ががめ東巫が 
先取点。その直後、： n . 体を原え速 
なで返すが、韓国はたたみかける 
よぅに李仁和、娘彰亢が連統役强 
して y か搔過したところで7が3 
とリードす る。 を姐は弟亟の-固い 
ザ.りにホンター奕破化来ず、バス 
ヵットと述巧で点を歌わるしか方 
化がなかづた。しかし、叫かを過 
ぎてからよぅやくぶ耀のきっかけ 
を捆み、明石、吉巧がロン/と G 
丘大照から-寅哑に袍妙なロンダパ 
えを瑕いで^が R と进る。しかし 
マイべ IK を规さない患巫は、そ 
の.樓も康乾-兀0ミドルや李仁和め 
インタ— セプト，などで得点し、げ 


巧'9で前半を殺/。 

德半に入っても、扇靖，兀、裝拘 
端、半仁和のミドル、カットィン 
ボストを巧がに生かす-がプレーで 
火量辖為、最亜は別点を担たきお 
した。一方、巧原毛滤巧に ブアィ 
ンブレーはぶせたが、.得点力では 
稱段の差があり、.化点音去ぜるの 
がお一がの感がした。罹かに 、 G 
K 大鼠の再‘二⑩がプレ！と林の攻 
撃力化、韓團遇手に鹏ると-も诺ら 
ぬ串んを発揮したのは立娇だつ 
た。 

み：卜のが戳は、力の差が亲りに 
もはっきりしで、終姑貞厚女のぺ 
!スだった。動がそめものに違い 


があ.り、貞信女な運をはボールを 
完全に握り、空間での巧術をまざ 
まざと見せつけた。正に.攻撃バタ 
j ンは、 コー I ロッパスタィルであ 

る。これに対して、東京でほ多彩 
なォフ1•ンスカを持つ藤がも、 
ハンドボ--ルの違いにとまどい隙 
ちだった。しかし、最後まで大差 
をつけられながらも、ょく高校ま 
らしいマナーと稍神力で食い下が 
り、この韓国チ I ムに W 得点をあ 
げたのは賞賛に価する。 

日本代表も敗れる 

现日は、日本代表が出媪すると 
あって館内も満員に近い入り、•ま 
ず春、夏を制し好調を続ける高校 
巧のホ王、山陽女モがが戦した。 
固いずりで定評のチ]ムが、どこ 
まで韓国ォフユンスに通巧するか 
が焦点だったが、窩い打点からの 
シュ}卜のまえにはおホに額され 
た。 

孺.が央ず戦では、酷をしていた 
余被業がブル回転、流がにホショ 
ナルブレ，，ヤ！でお願の請みが披 
辟、ジャンブをした難にシユ！卜 
モーションかをのパスは、日本の 
赢技女子のレベルではない 。 P T 
を每みを計6点ををた急 W した力 
はが当な選モだ。 

山陽女子も、沖 m 、 中鳩、大棘 
の捂蹄で必死に追いあげたが、則 
半の大弟を試めるには南6なかつ 
た。 


それにしても、初めてのおがの 
試合のせいか、山陽みずほ前•後 
半共、残り5分間での得点はなか 
った。後半の最钥み題では W 対 
8と2点リードしたのは、わずか 
に山陽女子の意地をみせた部なだ 
った。残念なことだが日本、幫国 
の差は年々ひらきつつある。 

期待の久留米も大差で敗れる 

晃モは、义留ホエ大附質でお- 
る。 大方の予想では、 今大会で勝 
.算めあるのはこのチームだけだと 
いう声ボタかっただけに関極與や 
観衆の期待も大きかった。 


スロ I ホフ起後は、而チーム共 
にやや緊张氛.味で互いにミスが多 



奚塞麵進 
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16 (0) PT (2) 34 

得〔义留米〕〔東亜〕得 
0秋徐熱〇 
0あ本)レ金奉饭〇 
3か山！ V 金仁右0 


4甲斐 
3中西 
0 乂保山 
1野中、 
5永お^ 
2が田 
〇權 口 
5坂田 
0森下 J 


FP 

革 

王■千 
枝野 


康彰元1 
を秉姐〇 
黃約那12 
/辛海奉8 
李仁和2 
朴章旭0 
金彩奎7 
鄭享錫2 


23 (1 )PT (5) 32 


得〔藤研 


[貞信]得 


。南點 GK 鱗副 


0 H 

り比田井- 
円 m 岡 

-1 細井 
2山巧’ 

3里野!) FP 

] 區 

0る’川 
0永井 

说款曼 5 


;千 


成な巧4 
を竣冀1 
金巧純6 
金順玉5 
h 4 
を第モ .4 
鄭京化。 
尹善姫5 
李明子0 


10 (め PT (1) 29 

语[山陽] 〔貞信]得 

0山 oUk / 尹秀卿〇 
0笑狙^に t 金英玉〇 


4中嶋 
0を々木 


巧 
0山 
1地 
目沖 

日关 

〇ネ目 


傾京巧6 
金俊美9 
金京純6 
を順玉3 
-— <卜憲順0 
李美子1 
鄭京な0 
尹善姫3 


)FP 


嫂畫鐵牵明子。 


16 (1 )PT (3) 28 



実績ど信頼のをま試をが 

T * JtPiK-JL 簿麵^ 

日本ハンドボール協を検ま:球 HL - 3,亂 — 2 


tt ぶ化 OVER 巧抵 womo 


態咕 - ^ iRuma 


ンドボール 


入間川ゴム株式をネ± 

をを.埼玉.ホ拡.おせ屋 


り決められ、また3点差となり前 
半を終了する。 

後半もを逝の金のロングシユー 

卜で始まり、黄の、パネをきかせた 

独特のミドル、フ卫イク、ポスト 

イン、を則のステップなどで得点 

を重わ、残り^分でのが；£^と大差 

—/vl<>sss(»(fsc>r>sssr)v>f1(#(>(>f\(fst>I>ll(Jsr 

▽ 8 月巧日 

(東京府中巿立体育館) 

八男子 V 

東亜髙4へ slgvb 日 体 
(韓国) 3忘— 7 Y を原高 


をつける。义留米も スカィ プレ 
1、ポストな ど工夫を凝らした攻 
撃で追い上げ ようとす るが、東亜 
の動きは衰えをみせず、日本代表 
义留米をも大差をつけて破った。 

(川上整司) 


▽ 8 月觀日 

(東京都府中ホ立体育館) 
八男子 V 

東亚高2へ巧 I 斐3义留ホエ 
(韓国) 31じ一丈2大附高 


八女す V 八女モ V 
1聽？盏=:^て藤宴寫1襲局蓋：：常山陽女高 


頂000 CO 846031 
g 熱佑右元姐那奉和尬窒錫 
^奉じ彰を約海仁章彩事 
棟徐金金康选哉带李朴金鄭 


妙審•謹襲) 

- ), - A 


^原本本出洒野巧朦辺田^: 

描火花根ち横真明お渡福西 
得1〇 了 〇 3 〇12 2 〇 〇 〇 


いディフ I •ンスと名 G 区の好ずに 
姐まれ、得点に成らず逆に速攻と 
ロングでこの間2が〇と逆にリー 
ドされた。前半の中盤に入り、义 
留米は永松、中西らの得点で懸命 
に追い上げるが、冷静に展聞を読 
む東亜は黄、辛がミドル、ポスト、 
さらには、金のロングで大きくリ 
I ドする。しかし、义留米も粘 
り、残り4々、永がボカットイ 
ン、さらには片山から中西に繫 
ぎ、続いて PT を決め、2点差と 
詰め寄るボ東亜の黄、李にあっさ 



い。しかし、東亚の金あ奎ポ豪快 
にロンダシユ卜を巧めてから試 
合は点にぺ1スがぁがり、1点の 
歇りかいでシ f ソ I ゲ1ムを展開 
し、流がに両国トップレベルのが 
邮と縮巧もボールの行方を凝視す 
る。4み；3秒、义留米がリ j ドを 
する他好の速攻の場面を東亜め徐 
辄がが守備で取り、逆速みに移し 
得点、案巫ボリードする。7巧経 
過め時、東亜の H 1 ス黄約那ポ反 
則で退堀、义留米有利で再 S のチ 
ャンスがおとずれたが、蒂亜の固 



一‘11 — 

























くらし、ひろげる砂巧ス 3 の力ード 


ファッションから食品まで 
サインひとつでわ買物- 

ご入会手続きも簡単です。わ気渡にわ申ぶみ〈ださい 


会I員 m 集1中 


おま化いをいろいろ 

•巧々のお支化いがラクな 

リボルビング技レ 

•手数料なしのおトクな 

一回託い 

ホも'求めはいま、おまネムいは 

ボーナスー括まムい 


部地娜こより取扱っていない場な 
もごぎいます。 


お申しをみ、わ問いをせは、シヤスコ各店 
サービス カウンター又は、販売貝にわたず 
ねください。 


ジわスコ 


ウェア 

《hummel みぞ巧關邮％^^ス巧ぶ/じが。。:づ。ち^ ぐに 


八ンドボール シューズ 

odidas 紙3 了に巧. 




巧一# 

烛 IK 泣 S ,， 

moHen 


AI スポーツの遍信販売 


巧没る’カラー.サイズ-巧 H 巧をはっき なも巧投約巧に面じるねない巧をはごち 
りと。を巧.氏ち-年令.巧お香ちを巧担巧のウえごちをいたします。をな5助円 
のクえ、現を■巧でごををください。貫]呂（5|000巧 W 上お«い上げの方はみ巧でザ》 
巧をいたします。 


別‘;をユニフオーム 


上下4,000巧よ〇(ネーム入〇) 
. スカイハンド-アでィダス 
• シュンゾル-アサカ 
• レイ/<ン* 

オリジナルユニ ホー ムも作り i 
せんか/ 


、ンドボ r ル5^3ッブ 


リじ對护顯哇化 

㈱ A I みザ-ツ苑タウト _ 

TI 助■をな巧な E 扭话3化-4 YK ビル 2 f 

化03一3夏 0— 103每 
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福が宮 
島氏城を 


12 14 

1 I 

7 10 


^瀑^学^聖 
秋福法福光 
田沢島石島学 
一一川一院 


13 15 11 12 16 13 

11 1111 

12 11 8 6 13 10 


^巧 /"N 大 

its 


青/- -N 日 /-N 米 /-N 飯 
青森山大山が宮野 
森西形山形中城川 
一一形一央'- 


▽準決勝 
郡山女巧 


盛問二 ▽決勝 

秋田和洋女 度 根西艾 su て 彦お南 


◊関東クラブ選手権 

9青森中央_ 


別真室 W 
(秋旧) 

巧盛岡四 

碁手) 
SIU 仙台向山 

鲁婪 


<女子 V 
VI 回戦 

驴山女 
(福島) 

青森中央 
(青褒 

盛岡二 
(岩手) 

秋旧が洋女 
(秋田) 

▽ 2 回戦 

秘中又 


青森中央 


緑ボ丘艾 nsV . 桶谷 
▽決滕 

緑がを巧郡山 
◊全国高校総が滋賀県予選 

(6 月脊〕 

八男子 V 
▽準決滕 

米原 彦根エ 
高爲 別—巧彦根東 
▽ 3 位決を戦 

彦根東 班—；5寒根 H 
▽決勝 


1。 


髙島 K 


2 PTC 1 

<女子 V 
▽準決勝 

彥根西 2—2 愛知 
彥根南 2—7 ず山み 
▽ 3 位決を戦 

守山女 が— 9 愛知 


月2「3日〕 

八男子 V 
▽ 1回戦 

桜門会 如—が柿の実会 


寞裹 


(栃木〕 


巧米 原 


富岡ク 如脖田ク 
(群馬) (神奈川) 
筑波振球会巧 1 じ 4 •6 G 会 
(茨城) 霉丢 

日川ク 洗—巧小金ク 

{:山梨) 罕萎 
▽準決勝 

お SZ 会 W (挪—心 W 富岡ク 

日川ク艾 IM 幕臟巧 I 

▽決滕 

お巧会艾 lu 也^日川ク 

八み子 V 
▽1 回戦 
〇リ I グの部 

日川ク 巧—2 西峰ク 

(ム梨) 凑婪 
武蔵野ク S — U 日川ク 

韋交 

武蔵野ク淵—6西峰ク 
〇トーナメントの部 

光電ク な—6保上ケ谷ク 
(辯馬) (祁京川一 


▽ 2 回戦 

巧巻化 の野辺地 

(岩を) 

聖光学院の—别仙台育英学園 
(宮城) 

学法石川別—巧大石田 
(山形) 

青お商 gjl 化續沢 

(青褒 
▽準決勝 

巧巻=4^里げ妙如聖光学院 

青森商の ( WU 把口学法石川 
▽決勝 

青森商ぉ(丽巧卷化 


各 

地 

の 

記 

録 


0最野屬高お総体 


(6 お4、 Los ) 

A 興ず V 
£>1回戦 

小誰 52—9 
化耗义農別 
罐ケ崎 キケン 
ル諸商 口—の 
野诉爾 

襄野衷 巧—巧 
¥ぶ四戦 
盛お 

北佐义農抑—;3 
甄が南 別 
t 巧 T 1 
!> 毕決髓 
盧巧 如し h 
上旧 2^—巧 

Vi 
展 


化 S 巧副 


) s 上 


A ホず V . 
C > 1凹戦 
菜通々ヶ丘 
V 2 回戟 
を 义 
匡代 
巧西 
ル證商 
V 單ホ隙 


佐义 
白田 
▽決勝 
を 


屋代 
7— 日小諸商 


义が打 uc )5 自 


田 


白巧 
坂城 
千な 
窠海一二 
美須々ヶを 
野沢北 

小諸 
犧ヶ崎 
ル諸瞄 
良野東 

化佐义農 
野沢茜 


巧 


巧—6北佐义體 

M — U 奠須々ヶ丘 
2513 鷄ケ崎 
U —2 ル盛 
6 14 塩尻 


◊ 

第 

38 

回 

東 i 
* 

高 

お 

選 

手 

権 

臟 

ク 

関 

髙 

専 

赂 

ク 

岩 ▽ 
手-二 
医部 
科 

ノた 

巧 

卷 

ク 

白 

重 

ク 

岩 

手 

教 

員 

ク 

岩 

手 

夫 

化 

巻 

ク 

寮 

手 

教 

員 

ク 

白 

聖 

ク 

岩 

手 

大 

V ^ 

— - 6 
部月 

12 

曰 

じ 

1 

グ 

第 

i 

〇 

第 

4 

回 

山 

お 

手 

误 

ハ 

ン 

ボ 

1 

ル 

21 

1 

18 

25 

1 

8 

24 

1 

18 

28 

1 

10 

17 

1 

16 

31 

1 

19 

16 

1 

8 

34 

t 

17 

19 

1 

13 

27 

1 

23 

29 

1 

15 

23 

1 

11 


岩 

手 

医 

科 

大 

志 

高 

ク 

石 

梭 

ク 

曰 

立 

水 

沢 

ン岩 

卜手 

フ 

•エ 

ザ 

盛 

岡 

商 

友 

会 

ツ冨 

.戸 

クス 

ポ 

i 

巧 

卷 

笼 

球 

を 

盛 

岡 

商 

ぶ 

な 

ン岩 

卜手 

フ 

エ 

ザ 

花 

巻 

達 

球 

会 

ツ富 

.戸 

クス 

ポ 

I 




(6 月^〜 W 日〕 

八巧す V 
01回戟 

戰辺地 お一； a 羽後. 

S 鸯 襄因} 


— 29 —— 



















2513 24 25 24 


16 23 

1 i 

1414 


(7 月の〜別日〕 
<成年男子 V 
▽1 回戦 
S 井石油^— 
若潮ク A W — 
若潮ク B 说| 
▽準決勝 
千葉教員甲 

若潮ク A 挑1 


中村荷役 
東京截員 


▽毕決.鱗 
I 二膚商会 
II! 致 


日産石油 
丸善石油 
海自下纔 

一二井石油 
若潮ク B 


泉が大巧東韩姑1巧躬お 
▽準決勝 

二が学舍沼南の19を浜 
船橋旭 U —9 東邦大が衷巧 
▽決勝. リ I グ 

チが W な3(門；：) S 、嘴学 I 

二松学会5へ7— 日ン1挺喬祖 
沼 南 ll 8—6 yl . 舟ぉ化 

モ葉選抜の了船橋化 

〔順位〕①モ葉選抜③一一が学舍大 
沼南③船橋化 
八少年女子 V 
▽ 1回戦 

東邦大付ま邦7—4生浜 
▽ 2 回戦 


和洋女大付 
国府台女 

モ葉明徳 
佐原女 
▽準な勝 

モ葉選拔 

佐原み 
▽決勝 

モ葉選抜义 


T 

で 

UI- 

ザ U 
^ — 0 


d 梢南 

。流山中央 
り東邦大か柬邦 

和洋み子が 
国市台女 

千葉明徳 
佐原み 




▽決勝 

千葉教員堂脚 U ) 巧若潮ク A 

八成年女子 V 
▽決勝 

モ葉ク^{心：：^}巧手巧奈ク 

<少年男子 V 
▽1 回戦 

生お 2: — 9上総 
東京学館 8— 日木更津 
二お学会沼南2；流山中央. 
船橋旭 巧—8我孫子 
お南 WI 4 佐原 
ま邦大が東邦キケンお戸六実 
若松 如 18 千葉明徳 
▽ 2 回戦 

生お W —3 幕漲北 
二松学舍沼南ま京学館 
船橋旭 巧—巧が南 


臣原メッツ S 1 7 4 ’ 巧 G を 

罕華〕 (綺玉-} 
V 3 姑製 

J 夕蟲 U 了户§ 


t > 決勝 

お. I 福ク s . r け^技武藏野ク 


ク 

国 

体 

東； 

京 

辄 

予 

選 

ち 

儀 ま 
ホタ 
す‘ 

は 
通 t 

茄 

1 

ホ 

1 

艇 

'怔. 

① 

境 

潑 

巿 

ク 

@ 

中 

部 

ク 

⑤ 

倉 

墙 

褲 

巧 

ク 

24 

22 

中 

部 

夕 

2日 

1 

21 

V A ^ 
瑞リ巧7 
课 I 子月 
巧■ダ V 3 
夕戳 日 

31 

1 

18 

<> 

i 国 
体 
，鳥 
取 
県 
ず 
選 



ム 

の 

為 

予 

透 

は 

中 

部 

ク 

含 

古 

罗 

-貪 
巧 
ク 



(7 巧2、3、9日) 

A 成年男子 V 
1>1词戦 

中が荷役巧東を重磯工業 
桌巧教員の，ラージュスト 


野'ぶ盃 セ戸 
全青森 に17野姐-地 
摘位〕①を青森②野辺地⑤七戸 


◊国が千葉県予選 


ご.顧廟会站つけ—。 I 班一二 玩. 

八女ず V 
▽1 回戦 

武蔵野ク挑 1 W ま巧ク 
▽決勝 

な京重謹扣 suy 以武蔵野ク 


ク国休阳形県予選 


(7月巧> UH ) 

八成年男.子 V 
V 1回戦 

新庄ク 巧1巧山お新球会 

▽ 2 回戦 

東根球ぶ会说 1: 刘新庄ク 

大石田高 S — 6真室川髙 
矢作な 11 〇 B 

▽決滕 

火石田高5へに了鴻、雀 
矢作会2京—已2球ぶ会 

八成年央子 V 

▽決勝 

W 沢 G 女！!泌(福 U ) K かおク 

八少年男子 V 
▽1 回戦 

山巧エ巧東根エ商 
真室川高が一9寒河江高 

▽ 2 回戦 

大石旧高が12;ム形ェ高 
真室川商の！ W 新庄ェ高 


W 法碟 

真垄川商が(加：：製大石西高 

A 少年女子 V 
^>リ1ダ戳 

米沢女高 U — 日竹田女高 
日大山お高 W —3 竹田女高 
朱-が女高巧 17 日大山お高 
〔順位〕①米がホ高⑩日大山形高 
⑤竹田女高 


◊国体青森県予選 


(7 月^、の、别円} 

八成年男子 V 
0リ<—グ戦 

青森教員如—姐青おク 
青森ク の！如セ戸ユニオン 
青森教員別 — g セ戸ュニオン 
〔順位〕①青森教眞③青森ク③セ 

戸ユニオン 

八少年男子 V 
▽準決勝 

柏木農 说—の戰辺地 
野辺地横浜か青森南 
▽か勝リーグ 

を脊森 挑拍木農 
柏木農 如—；^野辺地橫浜分 
全青森 巧 18 野ぶ地横浜分 
〔順位〕①全青森③柏木農③野辺 
地横浜み 

<少年女子 V 
▽決滕リ I グ 

全青森 SIW セ戸 
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なち電楼お巧去巧す6巧ちおホホち区?ち園上堂巧の 




が力盗 


姑自の 32 面巧 

ノンスリップ稱造で、圧倒的入気を誇るモルテン /V ンドボール 


山がキラキラ 


ジェット水流が 
歯と齒ぐさを 
守りまず。 

•ジェット水流が晒ぐ.さ P- 
呀機康じょい適度な 




シャロ—で1日のホを流ずよぅじ、 刺激をおぇます。 
蛙のよごれをがとしてシェィフアップ"：•をべヵスを涨ぃ流し 

口爲を险'旨ますひ 
■水流はゆるくら、 



〇 

〇 

5 

4 ! 


¥ 



ぃで、；一 

蠢も歯クフち smwm ^ 
きれいじみがけまず。 

• 者さんわすずめが」 〇 
の、正卜みがきぶが的^^が 

I け y 誕^!!も 

•マ璧速さでみがけ ！^ ■ヴ 
る口—リシダすです。^ 〇 

•化蒂まだ思、施行化巧則 

じも硬がです。づ J ^ 

• ffi みがきの时問の.わかる H 

拙.际即つきです。 
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ご—ぶぶスが 



健康ブくりは每日の快眠•快食から • 
をれに適度な スポーツ も ，- 

欠かせません。 

私達は皆様の離康を願って^, 
薬品づくりに努めまず。 


成至なも 



化却輪巧 


この巧巧のお巧でご巧設くださし\〇 



滋養強化•虚弱体寶に 


• じんじく巧出エキス‘ヒタミシ Br 巧巧み馬エキス•ビタミン8«風斑 

丰 3- L が 

•窠坦人を•牛寅•ビタミン B じにんじく »おエキス麵 

し： Pt だシコァの 


ヴク 


漂頁(製露端が芸な 

ココブガ本社于553大ぉホ福島区福島3 T 目1を39号 
TE し （0 6)45 8 — 8901(巧） 

中を巧を巧干729-日4広島県高巧郡甲田町大宇下甲田化な 
広をエ巧 TE し (082645)233 1 


第4回世界選手権ジュニア男子 
アジア地区予選を省みて 

7月城〜如 H 〔中国‘化京) 

を日本ジュニア n I で•早川淸幸 


销善試をのぶが第一ち蟲と與な 
り. < H < :会は将来のアジ7地区での 
概いをぶをする猜のぶ專を大なで 
，あることは.一百うまでもなく、揣利 
が場化、要求される戦いである。 

本來リ卽戟方。式とは"ホ]ム . T . 
ンドウよィ * ボ原則であるはずの 
試をが、般地(中国)でめ 2 試徐 
という太去」なハンディを背負って 
0 戦いは、画際鞋騎.の沒いジユニ 
了遗乎にとって盤境〔気候、食也 
活〕等々の違い风上のプレッシャ 
I を嘘 じる、 あのであった。 

試を結果は、觉 1 戰、第 2 戦と 
もに 1 ぶを争うがゲ）ムを度桐し 
巧雷卸に战中齒を圧倒する極のも 
のがをったにもかかわら.ず措坡し 

た。腿敗の嚴しさという-も凶を痛 

助に觸じきがられた戦いでをっ 

た D 

選丰諾君には、数少ない痛期間 

のを習で、しかも令猜中にを 

期試紋や靠習をどが重なる惑無件 

にもかかわらず选す各々が-敷图 

結し、最错までよ < 頭聰'「てくれ 

たことに嘘謝している。 

残念をがら-本大耸(フィンラン 

K ) にはが場を遮することになり 

ましたが、递キ恼々には、この對 


重な体験を适してきらに穂遮、努 
ぶし、禪去‘の告口本(シニア)を 
担ぅ選手が歎多く化て來ることを 
期得します。 

。を：；：ぶジューニ/妇今後の部遥 
1:11 本人の形獲时側がから马盧 
さお、永年の駆適である防御面の 
壊化‘かを、ジ^ニアクラスにおい 
ても身提 1 S 3 純、体亞巧岐には 
最販限必耍であり、甚随构择九は 
细論、状況哨酣にら臨榜応或.にが 
処し得る票棘性の思写を持つと村 
時に、大型化した選手の機範的距 
力の向上と敏漲性に優れる選手の 
強化ボ必嬰と思われる。 

2精神面の強化 

チャンピホンシップの阔争、離 

白にがする貪欲な執念、堤みみボ 

普がされる。また、：般的に言わ 

れるナシ3ナリズムの义如など積 

極時な姿势ボ大切である。 

3試がに勝って勝負に蚊れる 

国民なからくるものかどさか定 

かでないが、日本のハンドポ J ル 

ほ全悼脚に攻撃志向が強く、媒攀 

主專迎のチ！ムが多い。 

如誌、競技その.ものが得点を争 

う K ボ ー ツであるがため、当黙と 

言えば当然の様にも思えるが、果 


たして実隙に截と攝を、あ擊と同 
插に防湿がが要なことは判断出来 
る0 

この様を栽黨、倾向を一朝一夕 
に改ず迫来るものとは思われない 
が、戳利優先主義の観点からすれ 
な必然的な ことと ちえる。 

終わりに、ず$全自本ジュニ 
ア遇手として闕わりました各々所 
拽チームの監瞥及び関係者には、 
な宿、ず遇、大遭等が重なったに 
もかかわらず、むょく選手を送ぅて 
常きましたことを厚くおも申し上 
げます。 

東知なる魅力を祕めた全日本ジ 
ュニア遇ホを今後とも宜しく御指 
導、御撼力お願い致しまず。 


〔日月の黒振〕 

R 月別 ： n ニユ—カレドニアチ 
—ム遠征 ■ 
9月1日が闽莱学生選拔 
2日好.日悼大 
4日が筑波大 
9日が関西学生選抜 
U 日が中央大 
巧日が東海大 
U 日帰国 

9月1日〜 K 日を日本巧子 
西ドィツ、ユ！ゴ遠征 
2 日強化遇絡会議 
U 口常務理事会 

別日国体抽選会 

^日〜；3月6日 

第3回アジア選手権 

(韓国•ソウル) 
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人から、まず人力もの科学。バイホメカニクス。 

7人は、鳥である 
7人は壁である。 



はるか、上空での空中戦を展開する競技である。 
鉄壁の、という形容がふさわしい競技である。 
防御からを撃へ、ひとつの動まで移っていく。 

コートという名の戦場では、身につけるウェアも、 
作戦のひとつなのた'。バイオメカニクスから生まれた 
ハンド ボール ウェア〈スカイハンド〉。 

武器のような7人のために。 


商品その他わ問い合わせは、ホホ会社ァシックス消'巧を相談課まで。 
iX # JJT イイ！干564大阪府巧田巿をま町2を3号〇(06リ85-1111(大代表） 


asKS 


Handball Wear 
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ドラマがアデイダんと巧 I かてくる 


3063 HANDBALL SPECIAL か巧蒸ず•権。ホリンピック。ミ 

/、ンドボ ーJ •一 •••" 占 

¥ 口 ,000( お 

•ホヴイト 
泌 M ♦ホワイド 

3065•ホワイト 


、ン K ホ •一 J レスペシヤ J レ 

12 lOOCK 巧巧小完価做 

»ホワイト： X カシー 
aw ♦ホヮィト X レッド 
D 65 •ホヮィト X ブラック 
もわります。 

13 


-ロッパカッス J ゲ 


が高胁 二 なれはろるほどアディダスの真価は100% 


発巧されます。鍛えねいたま力を、火切な一戦で雑 
実に引き出してくれるハンドボールシユーダ.ウェア。 
世巧の強豪、をしてわれわれが〈スリー•ストライプス〉 
を遠ぶ理由は、ただ一つ、勝利への熱 t 、意'かです。 


aaida さ古 

なま会れデサント/蒙ねスポーツ巧お巧まをせ 


を区神南111 ) 1 
-〜 J 表 ( W ) セ〇九セ 
東京六—五八己四八番 
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発巧人 


荒川清美 


韻盤 円 
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